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L万分の L地質図書添 牛 内(旭川一第 35 号〉

北海道立地下資源調査所

嘱託橋本 亘

技術吏員長尾捨

嘱託菅野三郎

はしがき

本図幅の調査は昭和 36 年から 38 年にわたる聞に延約 270 日をついやした。

調査にあたっては，東京教育大学地質鉱物学教室における進級論文及び卒業論文が

参考とされているほか，石炭に関しては北海道地下資源調査所，札幌通産局石炭部，

幌加内鉱業株式会社所蔵の資料なども利用されている。

調査精度は，大部分の地域は 1/25 ， 000 地形図を利用したが，時には航空写真から製

作した河川図や 1/5 ， 000 歩誤Ij見取図を作った。

新第三系の分布地域は主として菅野三郎が調査し，それ以外のところは主として橋

本亘が調査した。燃料鉱床の賦存地域を中心として長尾捨ーの調査が行なわれたが，

もとより，二人，あるいは三人で;ttih向調査を行なっている。

調査にあたっては，羽幌，古丹別，幌加内，士別の各営林署，名寄林務署，北海道

大学雨竜演習林の御世話になったことは絶大なものがあった。調査の年に応じて各種

の施設を十二分に利用させて頂けたので，短期間であったのにも拘らず，この不便な

山中をこの精度で調査することが出来得たのである。ここに記して心から感謝をした

し、。

また北海道電力株式会社においても朱鞠内湖の島々や周辺の調査にはいろいろと便

宜を供与された。併せて謝意を表したし、。

岩石の鑑定については東京教育大学柴旧秀賢教授及び黒田吉益博士の御助言を得た

し有子L虫に関しては，青木直昭博士並びに大原隆修士の御教示を得た口第三紀植物

化石については遠藤誠道博士に御鑑定を御願いした。五氏に厚く御礼を申し上げる。

本図幅調査に当たり個人的に資料の提供をうけた方々は，小岩井隆博士，猪間明俊，
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品田穣，吉沢壮夫，渡辺彦祐，長瀬和雄，松尾康弘，戸野聡，小屋開地稔，平一弘，

北村一成，和島実各学士である。野外調査の応援をして頂いた学生諸君は買手谷仁，

市川慧，落合宏，神谷英利，磯貝文男各学士並びに山田辰明， )11北敏章，小坂征雄の

各氏である。

朱鞠内の黒瀬定正氏には Cycadeoidea の寄贈をうけた。

以上の方々に心からの御礼を申し kげるの

I 位置及び交通

木地域の中央よりわずかに東に偏ったところを雨竜川が南北に走っている。 ζ れが

主要交通路の場所となっていて，深話線とそれに沿う道路があるロそして，そこに農

耕地が拓かれている。この主要幹線路に直交して，図*肩の南端から約 1/4 北によった

シベヅ コタンベゾ *
ところを東西に士別~古丹7J1j道路が通っている。図幅調査のはじめの頃には，この道

路は天狩峠までしかジープを通ずることが出来なかったが，昭和 39 年秋には全線開

通したの

才ンネ、ベソ

図幅の東側約 1/4 は士別市に属し ， i制艮別川の支流の流域で，各河線に沿って比較

** シユ
的良く農耕地が発達している。温根店Ij北線の谷を通る道路は，凶幅調査開始の年に朱

鞠内まで開通したが，翌年からは，バスは，湖南小学校までしか通わなくなってしま

った。そして朱鞠内行のパスは士別峠から添牛内を経由するもの一路線にしかすぎな

し、。

ハボロ

占丹別川と羽幌川にはそれぞれ古丹別と羽幌を起点とする森林軌道があって前者は

本凶幅の西端に近いと乙ろまで，後者は一頃は分水嶺にかなり近いところまで敷設さ

れていてたのそれぞれその終点付近に事業所があったが，調査期間の中頃から軌道と

共に撤去され始めた。羽幌川の方にはそれにかわって自動車を通ずる林道が建設され

たのしかし，調査期間中には水害その他の事故があって，十分利用出来なかったりそ

れでも，天幕調査には良い base camp となったことがすくなくなし、

朱鞠内川にそって約 9km の林道があって調査に役立つたりまた調査の最後の年に

*この道路の相雲内川における位置は 1/25 ， 000 の地形図では誤って記入されてい

る部分があるし，新道開さくのため今では大幅に改正の必要がある。

** 1/25 ， 000 地形図に記入してあるこの道路の位置は湖南の開拓地附近の直線部と

温根別川との相対的位置が間違っている。
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はウツナイ川第二堰堤から貯水池の西を通って蕗の台に行く道路の建設が始められ

fこ。

こうした自動車道路のほかに，営林署，林務署及び大学演習林地内には多少の歩道

が見られる。

II 地形

本域の中央部は雨竜川とその支流の流域であるの雨竜川は本域の東北から，ほぼ中

央部を南下する。上流部は朱鞠内の北で堰止められ朱鞠内湖となっている。

大きな支流は右岸側のものに多く，その大部分が両側の山地に源を発する。ウツナ

イ Jj I だけが北から本図幅内に流れ入る。その一部は堰止められて朱鞠内湖の一部(雨

竜第二貯水池)となっているロ

それと合流する朱鞠内川は本凶幅内では一番大きな支流で，石油沢，中股沢の大支

流をもち，ガロの主流で二股になっている。二股から上はガロを作る砂岩礁岩層の山

稜と羽幌川との間の分水嶺との間にある低山地の水を集めているの

来鞠I}~川の南にあっては三十線沢が大きい支流である。その南では相雲内川が大き

い川で，古丹別へ越える 2 級国道はここに開さくされた。

l司幅南端には新富の農耕地を流れる豊富内沢が一部見られるのその支流のタヌキ沢

と悟空沢がこの図幅内に見られるの

雨竜川の東側の山地は，分水嶺まで北海道大学の演習林であるが，そのなかではピ

ラトルオマナイ川|と大学五号の沢が多少大きいロ

図幅の東側は温根別川とその支流の排水域で，温根別川の沢頭は朱鞠内湖に達しよ

うとしている。その支流の大きなものにオロウエンベツ川とシュルクタウシベツ川が

ある。 後者の流域は図幅の東南部にあって図幅の約 1/8 の面積を占めていて，いくつ

かの大きな支流をもっている。

図幅の西側は羽幌川と古丹別川の流域である。羽幌川の流域の幅は図幅の西縁部に

沿って北から約 3/4 に達する。東西は図幅の 1/8，....，1/4 ほどの問を占めるのそれに比

べると，古丹別川の流域は小さく，図1幅の面積の 1/8 にも達しないであろう。
ナ 1，フタマタ サカザ 才otl' ト‘

羽幌川水系は北から中の二股川とその支流，逆川とその支流，大椴沢，本流上流部

とその支流，知命沢の 5地域の集水区をもっo

古丹別川は本図幅の西縁付近でし、くつかの大きな支流に分れている。
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こうした大きな水系の境をする分水嶺のうち，重要なものは雨竜川の東西の二つで

ある。

1"ン l・ウ

西のものは幌加内図幅の三頭山 (1 ， 009.1 m) から北に向ってつづく尾根で，本図

幅に入ってから， 813m , 706m の標高点をすぎ丙北に向い，羽幌川・古丹別Jl I ・相

雲内川の三集水域の会合する 627m 標高点から東北に向う。つづいて北々西に向い 524

均ヴセミ

m の空蝉山から東々北に向って 549m 標高点に行き，そこから北上し蕗の台図幅内

のピッシリ山 (1 ， 03 1. 5m) に向う。

乙のような分水嶺の屈曲について調べるために， 1km の谷を埋めた地形復原図を

作ってみる。そうするとその原悶は河川の争奪にあったらしいことがわかるの朱鞠内

川の奥の二股になったところの低夷山地や，相雲内川上流部や逆沢で代表される部分

は，恐らく争奪の結果現在のようになったのであろう凸このように復原してみるとも

との分水嶺は素直に南北に走っていたことになるロ

雨竜川の東の分水嶺方面についても，このようにして地形復原図を作り眺めて見る

と，シュルクタウベツ川が水量に比して谷幅が広く，かつ，広く段丘面の発達する部

分には朱鞠内湖の方に向う旧水路があったような印象をうける。

第 1 図蛇紋岩の崩壊を示す

(相雲内川右牢)

地質の特性は地形に良くあらわれている。蛇紋岩は円味を帯びた山となり，山鹿に

は崖崩れが多い(第 1 図)。中部蝦夷層群基底部層 (MY1] は高い山を作り，板状砂岩

部層 (MY4] は崖を作り，いづれも長距離に亘って追跡される。白皇紀層泥岩は低い
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地形を呈するの羽幌岳喋岩部層 CKtcg] も侵蝕に対して強いし，釜ケ淵集塊岩部層

CPsag] も同様である。

こうした地形的特徴によって構成される山地のあちらこちらに平坦面が認められ

る D そうしたものの中に，堆積物を頂いているものがある。それらのうち古いものは

現河川系よりは古いものの成生にかかわり，若いものは現河川の両岸の河岸段丘であ

る。

そうした疎層をもっ平坦面については第四系の記載の中で多少精しくのべるの

III 地質概説

本域に発達する地層や火成岩の相互関係は第一表のように要約される。

さて本域は神居古漕構造帯の直上部をその中心にもつ。従って，この構造帯の特徴

である大塊をなす蛇紋岩が図幅の南縁のはほっ有央より少し東寄りのと乙ろから出現

し，雨竜川を横ぎり，北々西に向って分布する。

この蛇紋岩に伴う神居古狸変成岩類は，模式地神居古揮から北上し，本図幅に南接

する幌加内凶幅まで連続して来るのだが，本凶幅までは達していない。

この蛇紋岩は下部蝦夷層群を貫ぬき，それ自体は，微閃緑岩や優白岩に貫ぬかれ，

新第三系に不整合に覆われているの

下部蝦夷層群に始る白望紀堆積物は，図幅の大部分を占める。上・中・下に三分さ

れ，中部と下部蝦夷層群との聞には不整合が認められる口

下部蝦夷層群は蛇紋岩に貫ぬかれ，それをほぼ中心核にするかのように大きく背斜

している o (幌加内背斜部)最下部と最上部との砂岩層 CLY1， LY7J を除き，一般に桐

粒の堆積物であるの 7 部層に細分され，下部から LY1---LY7 と名付けられる。

幌加内背斜部の東翼には LY1---Lys，回翼には LYs---LY7 が分布する。東西の Lys は

薄い凝灰岩層を介在する暗灰色泥岩層で，これ等の地層以外には顕著な凝灰岩層が見

られないところから，両翼部がこのように比較されたの

化石は極めて少ないが， LY7 が中部アルビアン世の堆積物である可能性が示されて

し、る。

中部蝦夷層群は，下部蝦夷層群の作る背斜を縁どるように分布する凸凝灰岩を介在

する極めて!享い基底喋岩砂岩層に始り，二つの堆積輪廻から成る。即ち， MY1---MY3

と MY4---Mys である。 MY3 の中にセノマニアン世とアルビアン世の境の存在が予想
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される。 MY4 は砂岩礁岩層で‘北方に向って厚くなる。南方では板状砂岩層で稀に喋岩

を介在するのだが，北方においては極めて厚い醸岩層が発達しているし陪灰色泥岩層

を介在するの MY5 層は厚い泥岩層で，精しく調査すれば更に細分は可能である。セノ

メニアン世の中における，ギリヤークttJ:[直前亜期とギリヤーク世の境界はこの地層の

中にある。

ネ

MY4 層は相雲内川から，北々西に向かうノーズ構造(鼻状構造)を出し，その延長

は羽幌川支流逆川及び中の二股沢の上流に出現する。

**このノーズ構造の東にはやはり北々西~南々東方向をもっ白望系の向科部があっ

て，主として上部蝦夷層群下部の地層から出来ている。この向斜部の東北隅に当たっ

シロヂウネ

て羽幌川支流の中の二股川上流の支流白地畝沢と朱鞠内川支流中股沢の上流との問の

分水嶺のところで，また一つのノーズ構造の出発点のような背斜が見られるの

上部蝦夷層群は UY1---UY5 に細分されるの UYl は，岩相と含有化石の両者からみて，

中川郡中川町佐久付近を模式とする佐久砂岩層の南方延長と見てよろしい。 UY3 はそ

のほぼ l ド部の層準に Inoceramus uμ刀(j imensis YEHARA の密集帯があるシルト岩層で

極めて厚く，精査により更に細分されよう。 UY4 は I. αmakusensis 帯から 1. naumanni

市に亘る地層である。 UY5 は下部に海緑石を含む緑色の砂岩層をもっ砂質、ンルト岩層

である。

以上は図幅の西側の中・上部蝦夷層群の様子であるが，東側のものについては，特

別な右相をもった MYl 部層の識別は容易であるが，他の地層は化石の産出も極めて少

なく，泥質岩が多く，従って露出も良くなし、。そこで，地層の判別は中々困難である。

UYl と考えても良いような岩相がオロウエンベツパ iのダム地点に見られるの両側と

はかなり見掛けが異なるのだが， {反に乙こに入れてあるのオロウエンベツ川に沿って

凶幅の東側に分布する UY4 の判定は，オロウエンベツ )1/ の転石から Anagaudryceras

yokoyamai(YABE) を得たことと，北海道地下資源調査所の蒐集化石(士別市地質

1Z1, 1959) によったほか， 18 線における風連越林道の沢の落合のところで得られた

*** ホグ才ン ****Eupachydiscusharadai(l IMBO) や北祖小学校にある菊石等によった。

*逆沢背斜と中ノ二股背斜却を結ぶものロ

料奥朱鞠内向斜部と呼ぶ。

***士別市温根別北線線斎藤源太郎氏蔵。そのすー真は教育大地質学鉱物学教室に蔵

されている凸

材料 図幅東縁でほぼ中央部にある文の印の学校。
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MY5 と判定した地層も暗灰色の泥岩層がその主体であるが，北温小学校の東に当た

る温根別川の露出(図幅外)で得た Mesopuzosia spp. や Pseudouhligella japonicum
チカ

(YABE) 等によった。しかし温根別仲線地域に広く分布する泥岩からは何等きめ手

になるような化石を発見できなかった。

新第三系は図幅の中央部の少し南の添牛内地域から北方に向って，あたかも北方に
カゼカマ

下部を置いた風構え形(凡)に分布している。

't' 〆ケイ

新第三系は，西隣する三渓図幅から追跡して来た結果，下部から築別層，古丹別層

の延長部が，かなりの層相変化を示しつつ本図 l幅に分布して来るととがわかったのそ

れらを不整合に覆って，ピッシリ岳層がある。

築別層の最下部は海成化石を多産する砂岩層で，稀に著しい喋岩層をもち，南部や

東部では蛇紋岩質砂岩で，蛇紋岩の極めて起伏面に富んだ地形のところに，入江をつ

くりながら堆積が進行して行ったことが，基鹿層の分布や貝化石の産状，性質からよ

くうかがわれる。こうした状態の海侵であったので処によって，この中に挟提層が発

達し，時の経済事情次第では稼行可能の程度の厚さの炭層を介在する。その上に重な

る泥岩層は極めて厚いものであるが，殆ど泥岩ばかりの部分と，スランピングを伴う

砂岩や操岩をもっ部分とに分けられる。後者は明らかに古丹別屑が東に向って急、速に

喋や砂を失って変わってきた地層である。本格的に古丹別居らしい岩相は羽幌J!I本流

のと流部から，その支流の逆川にかけての一帯で羽幌岳 (649.2m) を中心として分

布するに過ぎなし、。凶幅四北隅における古丹別層(三渓図幅からの直接の延長部)で

も礁の量は急速に減って来ている。しかも築別層との境界は整合であるのこうした諸

点は，との付近の今まで失 11 られた事実と著しい差を示すもので，重要なことであるの

即ち，乙のことは，古丹別層の礁の供給源が東にあるとし、う従来の考えかたと全く

相容れない。また，達布図幅を見ると，鍵層凝灰岩は西に向って，下位の地層に接し

つつ消えて行く。このことは西側に，同の方に向って上がっていた高まりのあったこ

とを示す。こうした高まり全部が海中にのみ潜在していたと考えてよいのであろうか

という問題にたちいたる。

-ともかくも，言われていた古丹別層の礁の粒度分布と，本域に分布する 2 ， OOOm 以

上に達すると見積られる泥相の間の食違いについて十分説明がなされなければならな

い。次に，古丹別層の中には多量の花崩岩機が発見されるのだが，その母体はどこに求

められるのだろうか口一方，本域の築別層の基底部では，特に南や東にあれ程顕著な発
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達をしめして蛇紋岩礁層や蛇紋岩質砂岩が見られたのに，古丹別層に入ると蛇紋岩礁

*の出現はいたって少ないようである。これは，手近かの蛇紋岩地帯が殆ど水没したか，

堆積物の下になってしまっていたことを示す。そのような事情からむしろ，この間に

堆積物の供給源地が変わったと判断すべきであろうか。

ピッシリ岳層はまだ今後の研究にまつべきいろいろの問題を合んでいる。一応これ

キ*

は三分される。ピッシリ山(l，031. 5m) を作る安山岩の集塊岩を模式としている。

朱鞠内川の支流の石油沢の右股である下石油沢の上流に行くと，本図幅に北隣する

7キノゲイ

蕗ノ台図幅の中で，この集塊岩の下位に横たわるようなE炭層の分布が追跡されてい

る。そこでは，海棲貝化石は発見されていないが，石油沢やその支流の馬糞沢の中

で，海棲貝化石に富む砂岩層を介在する合亜炭層が見られる。それは，流木様の炭化

木をもつような地層で，薄い亜炭層があり，礁の性質から，古丹別層に不整合である

ことがわかるし，安山岩礁もあることから，この地層Jft積時には既に釜ケ淵集塊岩部

層と同様性質の火山活動が近くにあったことがわかる。しかも，この地層はピッシリ

岳からつづいている釜ケ湖集塊岩部層 (PsagJ の下に入って行くようである。乙の

地層を馬糞沢挟炭部層 (Bz) と呼ぶ。

一方この集塊岩部層の基底部は深名線の鉄道線路やその東で見られるのそれは古丹

別層の泥岩の亜角礁を主とし，それに古期岩の小円礁を混えた喋岩層であるが，なお

東に行くと，それは消失し，集塊岩部層が直接古丹別層に接するに至る。

朱鞠内の西側には，かつて亜炭層に試掘を試みたととろがあって，古くは鈴木達夫

(1922) が調査している o この含亜炭層と集塊岩層の関係は十分確められていない。

ホロカナイ セイワ

この亜炭層の様子が，南隣する幌加内図幅内で政和層 (SwJ とよばれた地層に極め

て似ている。政和層は幌加内図II届内から北に延びて，深名線新富駅と添牛内駅の中間

までの低地に分布している。

こうした地層は，恐らく同一時期のものと考えられよう。

こうした地層はその分布地域内の殆どのところで緩い傾斜を示すのだが，断層付近

では垂直になる場合も見られる。

蕗ノ台図幅調査が進むと，ピッシリ岳層の細部についての問題は解決されるかと思

*橋本は羽幌川上流で充分注意して歩いて，ょうやく 1 個を見た凸また羽幌炭坑築

別鉱業所にも 1 個採集してあったの

料 この安山岩の一部に今西茂，遠藤誠道 (1954) は釜ヶ淵集塊岩と名付けている。
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われる。

ピッシリ岳屑本体の中には，湖沼堆積物 (pstfJがあって木葉化石などを産するほ

か，その上部には，集塊岩層と一部指交する凝灰質砂岩礁岩層 (psag] が見られる巴

図*両のほぼ'/1央部から北方に向って，底辺を北におく三角形の地帯をなして，古丹

別層の中に安山岩岩脈が発達している。ーヵ処だけ，釜ケ淵集塊岩部層を貫ぬいてい

る。なおこの地域内には扮岩と玄武岩の岩脈もそれぞれーヵ処づっ知られているの

本図ill高の中央北部には，今西茂・遠藤誠近 (1954) が l'vfenyanthes trifoliataL.を

発見し更新世の地層とした亜炭層がある。この蕗ノ台層 (Fd) は湖南や湖丙の 300m

前後の台地の上に発見されるの下位層のもつ相当な起伏面に対して，上昇して行った

水辺に生じた泥炭層といった 11\現のし方をする地層で，最下部の亜炭層をもっところ

はかなり強い初成傾斜を示すのこの地層は，ウツナイ~蕗ノ台間の新道開さく部で観

察すると断層で切られている。ウツナイ川の支流の低地における本層の出現構構を説

明するには，航空写真で判読される南北性の断層線と思われるものに価値が認められ

よう。とのことからみて，この地層が果して更新世のものであるか，多少の疑いを残

すが故に鮮新一更新世として取扱っておき，その解決を蕗ノ台図幅の調査にまかせる口

蕗ノ台層やピッシリ岳層を不整合に覆って湖西や湖南の台地の上に砂喋層が発達す

るの湖南に発達するものは，南方のオロウエンベツ川の上流部からピラトルオマナイ

川上流の台地に連なるもので，現河川系の両岸に見られる河岸段丘とは趣を異にする

ものである。乙の砂喋層を模式とし，なお，こおした高位棟層を一括して示した (Th] 。

ζ れ等の諸層より若いものに河岸段丘 (TI] 堆積物及び沖積層 (AI] があるの

IV 白望系

白望系はと・中・下蝦夷層群に 3 分され，中部蝦夷層群下底には不整合が認められ

る。

IV-l 下部蝦夷層群

本層群は吏に LYI---LY7 に細分される。蛇紋岩に貫ぬかれ，北に沈んで行く背斜構

**造をしている。 LYI---Lys はその東翼に分布し， Lys........Ly7 はその西翼に分布する。

* 地質図には示してない巴ウツナイ川ーの沢にある。

料幌加内背斜部と呼ぶ。
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化石の産出少なく時代判別は困難であるが，相雲内川における LY6 部層，豊富内沢

*における LY7 部層(後述)や政和一線沢の記録に照し，アルビアン世中期にまで達し

ている堆積物であると思われる。

IV-l-l 硬質灰色砂岩部層 (Ly tJ

この部層は凶幅南部の新富駅の東の大学五号の沢で，北海道大学雨竜演習林内 16/17

林班沢や 16 林班沢分岐点付近で良く観察される。その西縁は蛇紋岩に貫ぬかれてい

て下限はわからないが，上位は次記の部層に整合すると思われる。露出個処は多くな

く，せいぜい 60m 程度厚さを確認できる程度だが，全体の分布からみて，その厚さ

は 400m には達する可能性がある。委譲沢( 18 林班の沢)の下流にも分布する。そ

こでは西傾斜であるの

本層は主として塊状で粗ー中粒の砂岩から成る。砂岩は極めて硬く，新鮮面では多

少暗色を帯び，青味をもった灰色を呈するが，風化面では多少褐色味をもった灰白色

を呈することが多い。処によって，砂岩は細粒となるし，暗灰色の硬質泥岩を挟むこ

とがある。

粗粒部は角ばった黒色頁岩のパッチを含むことが多し、。石英を主とし，斜長石をも

含む。岩片としては頁岩のほか砂岩，放散虫チャート， .玄武岩質岩，圧砕岩などが見

られる。

ド部蝦夷層群全体の厚さを考慮の上，この岩相を見ると，この部層は下部蝦夷層群

の基底である富問砂岩層に相当する可能性が強い。

砂岩の下氏には load cast の発達を見る場合が少なくないので順逆の判定がつけ易

い。これが幌加内背斜部の中核をなしその東翼を形成することがわかる。

化石は未発見であるの

IV-1-2 硬質砂岩頁岩互層 (LYzJ

この部層もまた大学五号の沢の 16 林班沢， 16/17 林班沢， 17 林班沢などに見られ

る。

細粒，やや暗灰色の砂岩と，暗灰色泥岩の互層で，極めて堅い。下位層からは整

合，互層漸移であるが，上位層との直接の重りは見られず，多くのところでは断層と

判定される。

*Oxytropidoceras の発見，橋本豆・猪間明俊 1964/11/24 札幌における日本古生物

学会例会の講演。
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下位層と共に幌加内背斜部の東翼をつくる。

岩相的には，各地で普通に見られる下部蝦夷層群の互層である。化石は未発見。

厚さは 200m は十分ある。恐らく 450m には達するものと見積られる。

IV-I-3 境状砂質混岩部層 (LY3J

この部層も大学五号の沢の各支流に分布する地層で，士別市との境をする分水部の

両にあって，幌加内背斜部の東翼をつくる。

岩質は一般に軟かく，時には第三系の砂質泥岩かと思われるような軟かさである。

やや緑色を帯び多少黒ずんだ灰色である。

このように軟かいため一般に露出が良くない。断面を切ってみると，断層がないも

のとすれば 760m 程の厚さが得られる。

化石は発見きれていないの

IV-I-4 細粒砂岩部層 (LY4J

これもまた軟質な地層で，下半部は細粒砂岩から成る。乙の部分が士別市と幌加内

町の境界部を作る。上半は軟かいシルト岩で粘土分に富んでいて，風化すると帯緑淡

黄色となるの

本部層は大学五号の沢の 16 林班の沢， 17 林班の沢の上流のほかこの北の安藤沢 (18

材、班の沢〕にも分布する。

厚さは 350m 前後，化石は未発見であるの

IV-I-5 塊状暗灰色泥岩部層 (LYsJ

木部層は士号 IJ 市側に標式的に発達し，シュルクタウシュベツ川の支流の士別峠に向

う沢(仲線沢)やその南の沢(シュルクタウシュベツ川本流の上流〉にあって，後述

の MYl 層の下位に出現している。

やはり，比較的軟らかい地層であるためと，これらの川の上流部には砂利層が相当

の厚さで河原を埋めているために，露出があまり良くない。

暗灰色泥岩で塊状を呈する。水磨面では縞目のあることがわかる。層厚は 500m tv:

で，そのと部に近いととろに 50cm 程の灰白色凝灰岩層が認められる。その下位約 60

m程の層準には中陳程度の礁から成る喋岩の薄層がある。赤・青等のチャートに混り

泥灰質団塊が入っているの

温根別仲線から北線に越える歩道のある沢の北にも乙の部層の分布が認められる。

そこで、は， MYl 層のつくる東北ー西南方向の背斜の核部として出現している。そこで
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も薄い凝灰岩のあるのが見られる。この背斜軸の方向性は十分注目すべきものと思わ

れる。

雨竜川の西にあって， My! 層の分布の東にあたる部分は，幌加内図幅の下部蝦夷層

群の延長部のあるところである。

調査の都合上，南は豊富内沢から始めたところ，そこにおける下部蝦夷層群の構造

は，幌加内凶幅に示されたような，西方への単斜で、はなく，緩く波状を呈することが

わかったロその支流であるタヌキ沢が本図幅に入る。

そこで得られた層序は，塊状泥岩に始まり，互層をへて，板状砂岩層になる。その

最下部の暗灰色泥岩層の中に薄い灰白色凝灰岩層が見られることがある。これと，そ

の上に重なる地層に相当する岩相を東翼で見なかったこととの二つの理由から，この

暗灰色泥岩層を，東翼の LY5 部層に相当するものと見倣した。

両翼の LY5 部層は豊富内沢から，北は 18 線沢中流部まで分布するロ豊富内沢支流

タヌキ沢では，かなり整然とした西傾斜で，上位層との関係もみられ，上位層の上下

判定から，これ等が背斜の西翼に相当することがわかるのしかし，悟空沢の支流では
フヵ

多少の乱れがある。悟空沢本流上流部はまた整然としている。乙の北の深沢(下流に

政和層の亜炭層の露頭の記入してある沢)や，その北の 18 線沢では露出が悪い。

厚さは 570---600m 程。化石は未発見。

IV-I-6 砂岩頁岩薄互層 [LY6]

この部層は， LY5 と LY7 の漸移部といえる。 LY2 と似ている形態であるが，堅さが異

なる。前者は空知地区の下部蝦夷層群の薄互層同様に色も黒く，堅さも硬い。しかし，

この方はさ程硬くない。その点では，中川郡中川町佐久方面の下部蝦夷層群の上部に

近い感じのものである。

帯緑，やや暗灰色の細粒砂岩と暗灰色泥岩の薄い互層で，一般に砂岩勝ちである。

砂岩は石英，斜長石，少量の雲母，磁鉄鉱などの鉱物片のほかに凝灰質砂岩等の岩片

から成っている o 粒子聞を填めて緑泥石が見られる。

本層は，悟空沢本流では，下位層に整合することが見られ，支流では上位層に整合

することがわかっている。しかるに，相雲内川本流では，上位層を欠いて， My! 部層

に不整合に覆われることが観察される [My! 参照〕。

本層産化石は次の通りである。

Phyllocerassp.Phyl.seresitense 型
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Inoceramussp.

*前者は田中啓策によって相雲内川中流の滝の下流部で得られたと言われるものであ

る。後者は同じく相雲内川で，第三系の小露出地 2 ヵ処の丁度中間位の右岸である白

地層の厚さは，相雲内川鉱区の沢における分布から見ると 300m 以上あるものと考

えられる。

IV-I-7 板状砂岩部層 (L Y7 J

本部層は，図*面中軸南端部の，豊富内沢支流のタヌキ沢で良く観察される。

下位の互層の泥岩は土方に向い次第に粒度とその組成を変え，砂岩の量を増し，遂

には泥岩を失ってしまう。その部分からを本部層とする o

帯緑色でやや暗灰色の中粒砂岩層で，砂岩は厚薄種々の厚さではあるが，美しく板

状整層している。

悟空沢とその支流タヌキ沢では緩い摺曲を示し，最も広く分布する。それから北は

18 線沢まで分布するが MYl 部層下の不整合のために厚さは一定せず，相雲内川では，

削剥されつくしている。

厚さは，最も良く残っていると乙ろで 250m 程である。

凶幅外の豊富内沢本流の上流で，本層の巾から次の化石を得ているの

Marshalites?sp.

Ammonoidgen.et.sp.indet.

Inoceramussp.ofconcentri ωs group

これでは時代の判定は十分できないが，産出層が帯結・やや暗灰色の砂岩である

イツセン

ところから，先に猪問明俊と共に政和の一線沢で拾得したアルビアン世の菊石，

Oxytro ρidoceras sp. の産出層準についての推定を更に有力にしたロ

IV-2 中部蝦夷層群

中部蝦夷層群は下部蝦夷層群を不整合に覆い， 2つの大きな堆積輪廻から成り， MYl

クキミ，<シ

，...... MY5 の 5 部層に細分される。下位の輪廻 (MY1 ，...... MY3) を滝見橋層，上位の輪廻

(MY4 ，...... MY5) を天狩峠層と呼ぶ。

不整合面は 2 ヵ処で見られ，上・下の構造差は極めて少ないように見える。しかし

全体として見ると，西翼では 4 粁程の問で 250m 程の地層欠除が認められる。東西で

*通産省地質調査所田中技官談巴
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みれば水平 7粁程の問で 550m 以上の地層欠陥:となり，東側に向って欠除が大きくな

るとみらオ1る。

IV-2-1 滝見橋層

a) 基底砂岩礁岩部層 (My l]

この地層は幌加内図幅の Ma 層の延長である。

F

LY6

室 L匂y
令 断唇

面

第 2 図古丹別~添牛内間国道

旧滝見橋の東の不整合面

相雲内川には本部層西翼の基底部が見られる。そこは，添牛内~古丹別間の国道

で，滝の下手約 70m のところである。ここに示した写真は 1963 年の撮影である。不

整合面と僅かに斜交する断層があるため，不整合面それ自体は，この道路の道床に近

い部分に極一部しか認められなし、。この道路の追切りがあまり進行していなかった

1962 年の夏の方がもっと見易かった。しかし，それ以前には，この境は地被の為全く

見ることが出来なかった。

1962 年には 5cm 程の厚さの板状、ンルト岩 3 枚を約 6m 程の間で切りとっているの

が見られた。そして板状、ンルト岩の末端がケスタ状になっていた。その直上部は，下

のシルト岩の 30cm 程の長辺をもっ長方形の霊角礁を最大とし，下位層の亜角礁に古
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期岩の小円喋を混える喋岩で，極めて雑然としたものであるが，すぐ整層した喋質の

砂岩或は砂質傑岩層が重る。その石基は著しく凝灰質で，新鮮な面では帯青，灰白色

のものが多し、。下底から約 70m のと乙ろに厚い層灰岩と凝灰質岩の互層部があり，

再び砂岩層となる。乙の砂岩部は帯緑灰色で，時にスランピングを見せたり，ラフール

喋岩様の部分がある。

ここでは，このように主体は凝灰質砂岩層であるが，更に上流に行くと，岳見沢断

層の南西部では凝灰質含操粗粒砂岩が背斜している。その西翼には顕著な，カボチャ

大の円瞭をもっ蝶岩層が発達する。

この背斜部(逆沢背斜)を南に追うと，この含喋岩相は三頭山 (1 ， 009.1 m) につ

づく山稜を形成するのそして，南の方に向って礁の量を増す。

この背斜は，ここから北々西に向って派出して行くノーズ(鼻状)構造の基部のよ

うに見受けられるの鼻先の部分は，羽幌川の支流逆川から中の二股川にかけて，北々西

に沈下する半ドーム構造で代表されているように考えられる。そこを中の二股川背斜

部と呼ぶ。白地畝沢の下流でその背斜構造が良く見られるの

幌加内図幅の Ma層は平均 400m と記載されているように，相雲内)I Iの支流方面

でも，断面から計算すると 600m はあるようである。

この地層の凝灰岩は流紋岩質で，喋岩や砂岩の石基も流紋岩質の火山灰で，火山ガ

ラスに富む。また，流紋岩礁に極めて富む部分もあり，機塊は時に巨礁の大きさに達

する。喋種はそのほかには，チャート，砂岩，閃緑岩，石英閃緑岩，輝緑岩，玄武岩

質岩等で先蝦夷層群に由来したものが少なくない。

東翼部では基底の不整合はシュルクタウシュベツ川の上流の中に見られる。そこで

は，下底の不規則面が良く見られる。

地層の様子は西のものと良く似ていて，一見してそれと同定出来る。喋岩の量も粒

径も乙ちらの方が劣るようである。厚さは西翼と比べてほぼ同様である。

士別峠付近の資料のもつ粘土分について X線で調べたところ，方沸石が検出され

たりしかし，ほぼ同一層準と考えられる西翼部について相雲内川の滝のところの層灰

*岩をしらべたところ，その方からは検出されていない。

キ松尾康弘 (1961 ， MS) 及び平一弘による。
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ヤマ吋シモフヲノ カサモリ テシ才ナカガワ モイホロ

岩相的には山部，下富良野両図幅内の笠森沢砂岩喋岩層や，天塩中川図幅の萌幌砂

岩層と少しも変わらない。また，この部層に見る流紋岩活動は，北海道中軸部を通じ

て鍵層とされているものである。
力ナヤマ

化石は発見されていない。しかし，この鍵層と関連づけて考えると，石狩金山凶幅
モリタ

で，中部蝦夷層群基底から 20m 上，即ち鍵層である森田の沢凝灰岩層から算定すれ

ば 200.......450m ほど下位にあたるところから Mortoniceras が得られているので，この

鍵層はアルビアン世上部のある時期を示すことになる。

b) 砂岩頁岩互層 CMYzJ

本部層は Myl.......My3 の移過部である。西部では，相雲内川以南では MYl に伴って分

布するが，それから北では，断層のためその下限を示さなし、。

東側では温恨別仲線の西方地域にだけ知られるの

暗灰色(多少緑色を帯びる)砂岩と暗灰色泥岩の互層である。朱鞠内川の林道の終

点付近に露出する地層は明瞭な層理面をもった互層ではない。その点，他のところの

ものと異なるのだが，上位の MY4 を規準として，厚さなどから判定すると，恐らく互

層から泥岩に移るところの岩相が発達しているものと見られよう c

朱鞠内川支流中股沢のカロをつくる互層は凝灰質砂岩に富み，植物片なども入って

いる喋岩層もあったりするので，本部層と MYl との移過部と考えられるのであるのこ

のように ， Myz の岩相は北に向って薄化しているものと思われる。

東部では，シュルクタウシベツ川の支流で良く観察される以外は露出が貧弱であ

る。

本部層は厚いところで 140m 前後であろうの

c) 暗灰色泥岩部層 CMY3J

滝見橋層最上部を構成する暗灰色の泥岩層で，水磨されると多少青色をおびた灰

色に見える。塊状で，走向・傾斜を計り難し、。処々に泥灰質団塊を介在し ， Desmoceras

kossmatiMATSUMOTO を伴う多彩な菊石群を産する。

Parajau l,ertella, Graysonites, Eogunnarites, Stoticzkaia, Partchicerαs 等，ほかで

は比較的珍らしいものを多産するの精しくは第2表に示した通りである口まだ，菊石全

部に亘って充分検討していないので，将来この名前には改められるものが出るであろ

う。共に産出した二枚貝は殆ど調べておらないので大部分の名前を省略する。

この菊石群は kossmati 帯に属するととは明かである。これが国際対比のどこに
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相当するかということになるとなかなか問題がある口例えば， Partchiceras のような

アルビアン位を指示しそうなものや Desmoceras latidorsatum のようなものがある。

Stomohamaites が出る。一方， martimprayi 型の Mantelliceras が出る。後者に重き

をおくと，セノメニアン世ということになる。

しかしこの地方からはまだ Mortoniceras が発見されていないが一応鍵層を考慮

しておけば，その上にも Mortoniceras は出ることが中川群中川町佐古丹川で知られ

ている(松本達郎， 1954) 。

地層の厚さは，南方で 300m 前後であるが，北方では大変厚くなっているようであ

る。その点は MY2 の互層の層厚変化と逆である。朱鞠内川においては特に厚くなっ

ているようであるが，何分露出が少ないし，鍵層も見当らないので，繰返しの有無が

判定出来なし、。

第 2 表 MY2 部層産化石

Partschicerasjaponica(MATSUMOTO)

Neo ρhylloceras seresitense(PERVINQUIERE)

N. Sp.

Anagaudrycerasmadrespatanum(STOLICZKA)

An α'g. Sp. a.

A仰ig. Sp. b.

ParajaubertellaimlayiMATSUMOTO

P. 初wakitana MATSUMOTO

P. Sp.

Zelanditesodiensis(KOSSMAT)

Z. d.mihoensisMATSUMOTO

Z. 同庁 'atus MATSUMOTO

Tetragonitesa任. kilianiJACOB

Hemiptychocerassp.

Stomohm 仰tes sp.

~etaptychocers sp.

Sci ρonoceras sp.

~ariella aff.oehlerti(PERVINQUIERE)

M. a任. bet 苫eri (BRONGNIART)

Anisoceras sp.a.

A. sp.b.
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Scαphites sp.

Pachydesmocerasa任. denisonianum(STOLICZKA)

Marshallitesd.olcost φhanoides MATSUMOTO

M. d.cumshwaensis(WHITEAVES)

M. sp.a.

M. sp.b.

M. sp.c.

Eogunnaritesd.unicum(YABE)

E. sp.

d.E. alaskaensisMATSUMOTO

Schloenb αchia sp.

Euhystrichocerasd.nicaisei(CONQUAND)

Ficheuria sp.

Mantellicerassp.ofthemartimprayigroup.

Graysonitesa百. adkinsiYOUNG

G. d.woodridgeiYOUNG

G. sp.

Stoliczkaiad.dorsetensisNEUMAYR

St. sp.a.

St. sp.b.

St.? sp.

Desmocerasd.latidorsatumMICI 王ELIN

D. kossmatiMATSUMOTO

D. sp.

Pseudouhligellaporonaicum(YABE)

P. d.jα ponicvm (YABE)

LucinaezoensisNAGAO

SolemyaangusticaudataNAGAO

Jnocerm仰tS sp.a妊. yokoyamaiNAGAOandMATSUMOTO

Jnoc. sp.a.

Inoc. sp.b.

IV-2-2 天狩峠層

この地層は下部に板状砂岩部層を，上部に厚い泥岩部層をもっ地層である。 Desm

oceraskossmati 帯と Pseudouhligella ja ρonicvm 帯の境は泥岩部層の中にある。
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a) 板状砂岩部層 [MY4J

この地層は造崖層で，地形的に追跡が出来る。南と北で厚さが変る。つまり，北で

は厚くなると共に下部に著しい礁岩層 [My4aJ をもつようになるばかりではなく，

聞に暗灰色の頁岩層 [My4bJ を介在するようになるの時には最上部にもポテト大の円

礁から成る喋岩層 [My4aJ をもつこともある。

南部では，明らかに幌加内凶幅の Me 層の延長で，板状の，中~粗粒砂岩から成り，

時に喋岩層を介在したり，礁質砂岩などもあるの喋質は My! 部層と大差ないが，花崩

岩や泥灰質団塊も見られる。最後のものは北方に行くと下部の疎岩層 [My4aJ の中に

相当多量にあって目を引くような部分すら見られるようになる乙とがある。砂岩の構

成鉱物にもアルカリ長石が発見される o

板状砂岩層に伴って直径 30em ，時に 60 .......， 70em に達する砂岩団球が見出されるの

は My! の砂岩層と明かに異るところで，本層の識別に役立つ。こうした特徴は中川凶

*幅における佐古丹岳砂岩層の，特に上部と極めて良く似ている。松本達郎 (1954) に

よればアルビアン世とセノメニアン世の境は佐古丹岳砂岩層の中央部に挟まれている

泥質岩部にあることがわかっている。そして，セノメニアンを代表する kossmati 帯

は，上部砂岩を越えて佐久川泥岩層の中までつづき，そこで，チユーロユアン世の代

表とされる Pseudouhligella japoni切m 帯と入替る。

My! の項に記したノーズ構造の末端である中の二股川背斜部を見るとそこにも MY4

部層が北々西に沈む半ドームの西翼をつくって出現しているロ板状砂岩層で大きな砂

岩団球をもっている点は三頭山の西に沿う古丹別川単斜部と全く同様である。

しかるに，この構造の東にある奥朱鞠内向斜部の東翼をつくる MY4 は著しく様子

が変わっている。向斜東翼部の MY4 部層の南端は相雲内川の滝の上流の橋の北で，川

の曲がりかどの崖に出ている。そこから摺鉢山 (625 m) をへて標高点 575m をすぎ

て 30 線沢に行くまでは，礁岩はさほど著しくないが，厚さは西側に比して既に厚い凸

30 線沢では下底にポテト大の礁から成る磯岩層が発達し始め，砂岩と喋岩の互層が

見事な崖を作って朱鞠内川につづいて行き，そこを越えて，稜線をつくり，中股沢に

*天塩中川図幅では井島信五郎，品田芳二郎 (1952) の佐古丹岳砂岩層の下部の互層

に富むところを断層による上部砂岩の繰返しと見ているが，松本達郎 (1954) は井

島等を支持している。橋本・長尾は近年，戸野聡，平一弘等とこの方面を見直した

結果，井島等の見方が正しいことがわかって来た。
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入り，更に 580.2 m の稜線につづいて行く。こうした礁岩を主とし時に砂岩をもっ

たり，砂岩と互層する相を MY4a として区別した。

朱鞠川に行くと ， MY4層の中央部に暗灰色の泥岩が数枚入っているo そのうちの厚

いものは朱鞠内川の支流の中股沢までつづく。この泥相を My4b として示した。次に

砂岩を主にする部分を MY4C としておいた。朱鞠内川流域では地層の厚さは 650m に

は達すると見られる。北方へ，中股沢をすぎる乙ろからまた薄化し 300m 程になる。

化石は僅かに朱鞠内川の二股のと乙ろでカキや Inoceramus の破片が砂岩中にあ

るのを見た程度であるが， 30 線沢の本部層分布地域内で得た Pachydesmoceras sp.

(denisonianus 型)は本部層から由来した可能性が強い。

b) 暗灰色塊状泥岩部層 [MYsJ

この地層は泥質岩から成る厚層で 1 ， 200 m 以上に達する。下位の MY4 層との問に

は砂岩頁岩互層があって整合，互層漸移をする。この部分は南ではやや厚く，幌加内

i司幅では Md 層と名付け区分されている。そればかりではなく，幌加内図幅の中では

d---k までの 8 部層にわけている。その厚さも 2 ， 000 m と見積られる。上・下ではそ

の化石に差があるし，それにこの地層の中には砂岩などに富むととろもあって，それ

を鍵層にしての細分は不可能ではないと思われるのしかし何分にも泥質岩が優性

で，しかも化石の産出に比較的乏しいので，今回の調査では一括しておくことにした。

西側では MY4 の西に沿って古丹別川の上流から南北に分布して相雲内川の上流に

達する。それから奥朱鞠内川向斜部南部の西にそって羽幌 ] II の上流部で長い背斜を作

る。なお，巨視的には，奥朱鞠内向斜部の周囲を取巻くように分布しているが，断層

のため部分的にしか出現しない。

本図幅東側では，大部分は，中央の，下部蝦夷層群を中核とする幌加内背斜部の東

翼を作るように分布するほか，オロウエンベツ川ダム地点に出現する背斜の中核をな

す部分がある。

との地層は天塩中川図幅の佐久川層に岩相的に似ているばかりでなく ， Desmoceras

kossmati 帯と Pseudouhligella japonicum 帯の境がこの中に置かれる点も良く似てし、

る。下部は kossmati のほかに Parajaubertella や Eogunnari tes を産する。上部は

japoni ・cum のほかにいろいろな菊石や concentricus group の Inoceramus を産する。

本部層に発見された化石は第 3 去に示した。

東部の Mys は，温根別北線地区のものは，北温小学校の東に当る川の露出から
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Meso戸lzosia pαcifica MATSUMOTO のほか Pachydesmoceras Sp. や Pseudouhligella

jaρonicumと種別不明の大型菊石を産したことから上半部の地層のあることがわかるD

温根別仲線地区では西側の分水地区寄りの方に下半部が出ている可能性が考えられる

が，露出も少なし化石も破片しか得られていないので，どのあたりの層準が出てい

るのか不明である。仲線小学校の北の福島団体から東方，北線地区へ越える林道を建

設中であったが，そこでは多くの小摺曲が見られる。その林道峠のすぐ東側には炭質

物に富んだ細粒砂岩層が発達しているのを見たり北線との聞の山地はこの道路開さく

以前は殆ど露出が見られなかった。

第 3 表 Mys 部層産化石

Neophyllocerasa任. bizonatus(PERVINQUIERE)

Tetragonitessp.

Parajaubertellasp.

Anagaudrycerassacya(FORBES)

Turrititesd.costatusLAMARCK

T. sp.a

P. sp.b

T.? sp.

Sci ρonoceras d.kossmati(NOWAK)

Desmocerasd.latidorsatumMICHELIN

D. kossmatiMATSUMOTO

Pseudouhligellaja ρonicum (YABE)

P. ct.japonicum(YABE)

P. ezoanumMATSUMOTO

Eogunnaritesunicum(YABE)

Marshallitessp.

Euhystrichocerasd.nicaisei(CONQUAND)

Prionocycloidesd.ρ roratum (CONQUAND)

InocerasmusconcentricuscostatusNAGAOandMATSUMOTO

1. teshiensisNAGAOandMATSUMOTO

Propeamussiumsp.

Echioidgen.etsp.indet.

IV-3 上部蝦夷層群

従来一般に中部蝦夷層群を規定するときには佐久層とその相当層までを入れること
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にしている。しかし堆積物について輪廻をもとにして区切って行くと，佐久層を上

部蝦夷層群の基底とした方がよいかと考えられるので，ここでは佐久層から上を上部

蝦夷層群とする。佐久層を UYl とし，上部蝦夷層群を UY1，，，，，，UY5 に分ける。

IV-3-1 佐久層 (Uyd

この地層は，北と南では層相の変化が著しし、ロ分布の北端は中股沢と'-/二Iの二股川の

分水部に背斜をして出現する(白地畝背斜)。下位層とは互層漸位し，上位も同様で

ある。厚い板状の砂岩層が果重し，巻き方の緩い菊石や Inoceramus その他の貝類が

含まれている。時に喋岩層を含み，ポテト大の操から成る厚い喋岩層をもっところも

ある。 30 線沢では全層砂岩・頁岩互層であるように南部では北部に比して，泥の量を

増していて泥岩の挟みが出現し，次第に多くなるばかりではなく，泥を基質とする喋

岩あるいは含喋泥岩層，泥質砂岩などが見られるようになる。泥質砂岩の中には菊

石やその他の貝殻の破片を多量に混在しているところもある。

東側ではオロウエンベツ川のダム位置に見られる砂岩礁岩層は，凝灰岩を挟み，生

痕のある不規則形の泥灰岩小結核を多量にもつ泥質岩層に整合に覆われている。との

砂岩礁岩層も，その上に重る地層も，この凶幅内では独特の岩相である。しかも，化石

を定見出来なかったので果たして，何層に相当するのか充分明らかにし得たわけでは

ないが，差当り，佐久層のー岩相と見倣しておくが，今後，なお調べなおす必要のあ

ることを記しておく。

木層の化石は次のようである。

第 4 表 MYl 部層産化石

NeophyllocerascompressumMATSUMOTO

Phyllopachycerasezoense(YOKOYAMA)

Tetragonitesglabrus(lIMBO)

T. ct.epigonum(KOSSMAT)

T. (Sagalinites)nuperus(VAN HOEPEN)

Anagaudryceraslimatum(YABE)

Gaudrycerasdenseplicatum(lIMBO)

BaculitesSp.

Scaphites ρlanus YABE
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PolyρItychocerαssp.

TragodesmoceroidessubcostatusMATSUMOTO

Damesitesd.damesi(lIMBO)

Mesopuzosiapaci βca MATSUMOTO

M. yubarensis(lIMBO)

Pachydesmocerassp.

Kossmaticeras(Yokoyamaoceras)Iwtoi(lIMBO)

Romanicerassp.

InoceramusconcentricusPERKINSON

Inoc.tesioensisNAGAOandMATSUMOTO

IV-3-2 暗灰色シルト岩部層 (UY2J

この地層は，南では，古丹別川本流にそって，奥二股沢の合流点からド流，下古丹

別沢との合流点に亘る間で良く観察される。北では朱鞠内川の二股の左の沢の支流の

コスゲ

小菅沢の中や，コボウナイ沢の上流などで見られる。しかし，上位層との関係が見ら

れるのは古丹別川上流部だけである。

古丹 )J1j 川上流の観察では，下部は暗灰色のシルト岩で，下位 UYl 層の互層に整合す

る。乙のシルト岩は次第に粗粒物を増してシルト質砂岩になり再び粒度を減ずる。上

限は次に記す UY3 層の互層の出現部とする。

古丹別川本流では上限から約 50m 下位の層準に Inoceramus の密集する部分があ

って，その種類は よ hobetsensis NAGAOandMATSUMOTO や I. iburiensisNAGAO

andMATSUMOTO である。

小菅沢で化石産地の印のしであるところには泥灰質団塊から割出しかかったままに

して地層から取出せずにある巨大な Meso ρuzosia が置いてある。直径は 70cm 以上

あると思われる。

本層の厚さは 360m 前後と見積られる。

産出化石は次の去の通りである。

第 5 表 UY2 部層産化石

Neo ρhylloceras compressumMATSUMOTO

Phyllo仰chyceras ezoense(YOKOYAMA)

Tetragonitesglabrus(lIMBO)

Anagaudryceraslimatum(YABE)
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Gaudrycerasdenseplicatum(lIMBO)

ZelanditesmihoensisMATSUMOTO

Baculitessp.

Sci ρonoceras bohemicum(FLITSCH)

Hyphantocerassp.

Bostrychocerasct.otsukai(YABE)

Niρρonites sp.

Scaphitespia ηus YABE

Sc. perriniANDERSON

Scalaritesvenustus(YABE)

Polyptychocerassp.

TragodesmoceroidessubcostatusMATSUMOTO

Damesitesct.damesi(lIMBO)

D. sp.

Meso ρuzosia pacificaMATSUMOTO

M. yubarensis(lIMBO)

d.]imboicerasmihoenseMATSUMOTO

Kossmaticeras(Yokoyamaoceras)kotoi(lIMBO)

K. (>Tok. )ct.jimboi(YABE)

R. (Yok. )ornatumMATSUMOTO

K. (Yok. )minimumMATSUMOTO

K. (Yok. )sp.a

K. (Yok. )sp.b

Subprionocyclusd.neptuni(GEINITZ)

Subpr. d.normalisANDERSON

Reesidites?sp.

InoceramusincertusJIMBO

Inoc. hobetsensisNAGAOand 乱1ATSUMOTO

[noc. (Se1 宮iρ ia) akamatsuiYEHARA

IV-3-3 暗灰色砂質シルト岩部層 (UY3)

この地層は朱鞠内川上流部に大きな向斜を作って標式的な露出を示す。しかしそ

の向斜部は軸方向とそれに直角ないくつかの断層によってたち切られているために，

そこでは下位層との関係は見られない。その関係は古丹別川上流で見られるのだが，

上位層との関係は，この図幅の中ではどこでも見出し得なかった。

古丹別川本流では，下古丹別沢落合の下流において，シノレト岩と砂岩の互層の始る

- 25-



ところからを本層とするロこの地層の上限については明瞭でない。本層の下半は薄い

(1--2em) の粒土化した凝灰岩を良く挟んでいるの

本層の中央部に近い層準には本層追跡の最大の手掛りとなるか oceramus uwajimｭ

ensi:;YEHARA の密集帯が認められる。この密集部に重って，緑色凝灰岩が数枚見ら

れるのそうしたもののなかに，鍵層となる緑色凝灰質砂岩がある。 2，......... 3mm の海緑石

粒をふくむ o

上半部は灰~暗灰色の砂質、ンルト岩である。この部分からは Inoceramus amakuse-

nsisNAGAOandMATSUMOTO を産する。

地層の厚さは下半部が 400--450 m 上半部が 600m 程であるの

化石の示すと乙ろ(第 6 表)によれば，本部層の中・下部はギリヤーク世新期から

浦河世古期の堆積物で，上部は浦河世新期に達している。

第 6 表 UY3 部層産化石

Neo ρhylloceras subramosumSHIMIZU

Neo ρhyl. sp.

Phyllo ρachyceras ezoense(YOKOYAMA)

Tetragonitesgrabrus(lIMBO)

Anagaudryceraslimatum(YABE)

Anag. yokoyamai(YABE)

Gaudrycerasdense ρlicatum (lIMBO)

G. tenuiliratumYABE

Sciρonoceras bohemicum(FRITSCH)

Hyρhantoceras oshimai(YABE)

Seaρhites yonekuraiYABE

Sc. yokoyamaiJIMBO

Se. Jう'lanus YABE

Polyptyehoeeras ρseudogaultinum (YOKOYAMA)

P. sp.

DamesitessemicostatusMATSUMOTO

D. damesi(lIMBO)

D. sugata(FORBES)

Hauerieerasgardeni(BAILY)

- 26-



Neoρuzosia ishikawai(lIMBO)

Kossmaticeras(Yokoyam αoceras) kotoi(lIMBO)

Kos. (Yok. )d.jomboi(YABE)

Kos. (Yok. )minimumMATSUMOTO

Kos. (Yok. )ornatumMATSUMOTO

Kossmaticerastheobaldianum(STOLICZKA)

SubprionocyclusSp.

Ana βachydiscus sutneri(YOKOYAMA)

Eupachydiscusharad αi (YOKOYAMA)

InoceramusuwajimensisYEHARA

Inoc. ezoensisYOKOYAMA

Inoc. amakusensisNAGAOandMATSUMOTO

ところで，凶幅東北部の禍根別北線地域の一部には本部層上部に対比される泥岩が

ある。

オロウエンベツ川の転石からは Anagaudyceras yokoyamai(YABE) を得ている。

酒匂純俊・他 (1959) には Inoceramus sp., Pachydiscussp. が出ることが記され

ている白地下質源調査所の標本を見る機会を得たところ，それ等は ， Eupachydiscus

haradai(YOKOYAMA) らしい破片のほか Phyllo ρα chyceras ezoense(YOKOYAMA) ,

Tetragonitesglabrus(lIMBO) , Neopuzosia?sp., Anagaudrycerassp. ，及び単体珊

瑚が見られたり Inoceramus もあるが破片ーで鑑定出来なかった。

温根別川の上流では大きな Inoceramus の破片の転石があった。風連越林道のある

沢の一本北の東向支流(隣接士別図 l幅内)では Ana μchydiscus sutneri(YOKOYAMA)

の転石が見られた。温根別北線の斎藤源太郎のところには温根日 IJJII と風連越林道の

*ある沢の落合の泥岩層から掘出したといわれる Eupαchydiscus haradai があるの北温

小学校にも同種の菊石と NeoρIhylloceras sp. が保管されていて，いずれも温根別JII の

転石であったといわれる。

以上，要するに，温根別北線地区に発達する泥岩層のうち，先に記した MY5 に相当

する部分を除くと，つまり，温根別川では，大体北温小学校より北で，オロウエンベ

*斎藤氏の案内で現場を確認しである。そこには大きな泥灰質団塊が数個泥岩中に

認められた。われわれは，それをこわして見たがその中から一個の菊石も発見出

来なかったo
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ツ川ではダムの下流の南向沢の下流から下流一円と，その北の，本流との聞の丘とそ

れの北側などに見られる暗灰色の泥岩が，本部層 (UY3) の上部に相当することがいえ

るであろう。

オロウエンベツ川の露出では，処々に凝灰岩が介在されている。

IV-3-4 砂岩頁岩互層 (UY4]

本部層下部は砂質、ンルト岩と細粒砂岩の縞状互層で，上部は砂質、ンルト岩である c

下位層との重りは本図幅内では見られない。隣接する三渓図幅内では，特に古丹別川

で良く見られる。

本図幅内では，化石はめyρhantoceras sp. を得たにすぎないが，西隣する三渓図幅

内では化石を多産する。

地層の厚さは 500m 前後であろう。

IV-3-5 暗灰色砂質シルト岩部岩 (UY5]

この部層は最下部に含海緑石緑色砂岩層をもっていて，その中に Pachidiscids を多

産するので良い鍵層となる。

下位層との重りは羽幌川支流の知命沢の背斜部で良く見られる。本図幅内にはその

東翼部が出ている。

地層の厚さは 300m 以上あると見られる。

IV-4 未区分白重系 (K)

この地層は添牛内地域から温根別仲線地域に分布する新第三系築別層基底砂岩礁岩

部層 (Cbs] の不整合下に頭を出している暗灰色泥岩層である。

添牛内の新第三系化石産地の西の端の大学演習林の 20 林班の沢， 21 林班の沢の二

股の両方， 23 林班の沢，そのすぐ東の小さな沢，温根別仲線地区ではダムの沢(やつ

めの沢)の一本南と一本北の沢に出ている。

温根別川支流オロウエンベツ川のダムの下流の南向支流の上流において，築別層の

下底の不整合下に出現するのは MY5 部層の暗灰色泥岩層である乙とから察すると，温

根別仲線地域のものは MY5 部層である可能性が考えられるの

添牛内地区のものについては，岩質的には MY5 部層に似ている一方， LY5 部層にも

良く似ているし，すぐそばに LY5 部層が出ていることでもあるい何とも判定を下し

かAる。

不幸にして，どこからも化石を，転石としてすら得ていない。
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IV-5 白望系を貫ぬく火成岩類

白望紀層を貫く火成岩類には蛇紋岩 (SpJ とそれと密接な関係をもっと考えられる

微閃緑岩 (MdJ 及び優白岩 (LcJ の岩脈がある。そのほかに，粗粒玄武岩 (DIJ と

思われる岩脈がある。

IV-5-1 蛇紋岩崎 pJ

蛇紋岩は凶幅の中央部を南から北々西に向って細長く分布する。下部蝦夷層群を貫

ぬいていると見られるが，直接の境はーヵ処も発見されていなし、築別層の基底であ

る三十線沢含化石砂岩部層 (CbsJ に不整合に覆われる凸

地形的にはメ L味を帯びた山頂をつくり，各処に崖崩れを生じ(第 1 図)，青灰色，青

緑灰色の粘土と蛇紋岩の地はだを露わしているのこのように崩れ HI して米る性質があ

るので，他の地質単元との境は極めて見難くなる凸

新鮮な面では暗緑色を呈するの時に硬蛇紋岩のエメラルド色を ill ぴた脈が見られた

り，まれには石英脈もあるの

微閃緑岩及び優白岩に貫ぬかれる。

ホロウエンベツ川の上流に見られる蛇紋有は一見第三系を貫ぬし、ているように見え

るが，蛇紋岩を倹鈍するとそれを貫ぬく石英脈や方解石脈は圧砕の j坊を示すものがあ

って，断層によって第三系の中に入って来たものと見られるの

雨竜川東岸部のものを険鏡すると，蛇紋石化した残品に撒関:t iや輝石があるの輝石

はあまり強くないが帯黄褐色の多色性を示し，単斜輝石で直消光をし頑火輝石と思わ

れるゥ褐色角関石は外縁部が青色陽起石化している。また磁鉄鉱，チタン鉄鉱，白チ

タンイ{があるの

蛇紋イ iの成生は 2 回あって，一つは白形鉱物の問をうずめる繊維状のもので，他は

輝石結品の縁が変質しているものである。

IV-5-2 微関緑岩 (MdJ

蛇紋岩を貫ぬいて岩脈として産出する。暗灰色や市緑晴灰色，粗粒，あるいは細粒

の堅い岩石で，検鏡すれば，白形または半白形の斜長石と角閃石から成り，黒雲母，

陽起石，磁鉄鉱，チタン鉄鉱を伴う。

長石はほとんど曹長石で，かなりカオリン化している。

斑れい岩組織の見られるものや閃緑岩組織の見られるものがあるの

IV-5-3 優白岩 (LcJ
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タイセヴ

優白岩は三十線沢のガロ，相雲川支流の鉱区の沢，及び同じく支流動;雪沢の枝沢に

露出する。

三十線沢では蛇紋岩を貫ぬき，新第三紀築別層の基民砂岩(三十線沢含化石砂岩部

屑)に不整合に覆われ，一部，断層でそれと接する凸

鉱区の沢では白皇紀下部蝦夷層群の上部層である LY6層を貫ぬいているロ一見凝灰

岩のような外見を呈する。

類雪沢の支流には 2 ヵ処の露出が見られる。恐らく，新第三紀築別層の泥岩相の巾

に断層によって出現するものと解されるの

新鮮面では僅かに黒ずんだ灰色で，風化すると灰白色となり，多少褐色を帯びて来

る。

鏡下では，殆ど斜長石の結品から出来ていて，稀に石英が認められる。斑品及び石

基の斜長石は中性長石または曹灰長石で白形又は半白形を呈する。斑品は lmm 程で

あるが稀れで， "1 i法をつくるものは O.lmm程度で、ある。

*特記すべきことは， 30 線沢ガロ産の標本にはパンペリー石があるという。しかし，

鉱区の沢の標木には，それがなくて，黒雲母が見られるの

岩名石は石英扮岩であろう。

IV-5-4 粗粒玄武岩 CDIJ

この図 IIJ百に粗粒玄武岩として示した岩石は，いずれも自主系の巾に岩床あるいは岩

脈として出現する暗灰緑色塊状の岩石や灰緑色，町一にその周縁に淡紅灰色の部分のあ

るような岩石などである。

古丹別川流域に出現するものは，後者に属し，岩床状を呈する。時には凝灰岩層と

見違えるようなものもある。厚さも 1m に達することはまれであるが，その位置を示

す意味で地図に表わしたりこの岩石は断層に沿って道入しているようであるロ

灰色，灰緑色，暗灰緑色というように産出地点や産出部分によって色が異なる。 H&:

に紅色を ill ぴ、ているととろもある。徴密で硬い岩石で 9 鏡下では炭酸塩化が著しく，

殆ど原岩がわからないが，恐らく輝緑岩様のものであろうの

なお古丹別川から羽幌川上流にかけての地域では，小沢の中で相当数の転石を見受

けたが本体の位置を知り得なかったところが数ヵ処あるの

*猪間明俊(1960， MS.) によれば黒田吉益の鑑定であると記すD
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北方のものの一つは羽幌川支流中の二股川本流にあって，本流と白地畝沢の落合の

上流にあるのそこのもの以外は標本が失われてしまった。

岩石は暗灰緑色で，緑黒色の小さな班品が見える岩石で，重く，堅い。

鏡下では輝石の班品と輝石及び斜長石から成る石基から成り，玄武岩構造を示す。

班品の中には，変質して緑泥石となっているものがある。もとの鉱物は紫蘇輝石か，

または開横石と思われる。

V 新第三系

カぜガマ"二

新第三系は本図幅の l ド央部をしめ，北に聞いた白馬蹄形状或は転倒した風構状の分布

を示す。本系はド位より築日Ij層，~丹別層，ピッシリ岳層の)1買に区分される。これら

新第三系の上位にある蕗の台層は，新第三紀末または第四紀初期の堆積物である。

新第三系のうち，築別層と古丹別層は整合し，ピッシリ岳層はこれら下位の地層を

不整合におおっている。

団鹿

/\.-一一一、rー、ノ

白主系 う十三京

第 3 図 朱鞠内川中股沢右岸における第三系と白望系の不整合

V-I 築別層 CCbJ

本屑は植村 (1925， 1928) の築日Ij層の上部砂岩層と古丹別層下部の砂岩頁岩層(植村

英己男， 1925) を併せたものであり，松野久也他 (1959)，菅野三郎・松野久也(1960) ，

服部幸雄(1961)，菅野三郎・橋木亘(1964) の築別層に当たる。

本層の模式地は築別炭砿の通称二股のと流約 350m 付近より上流の築別川の河岸で

ある。築別層は模式地より東南に延びて本凶I隔の西北隅に達する。本図II屈における本

層の分布は，凶幅l河北隅の羽幌川の上流地域から朱鞠内川の支流の上イ i油沢，中Jl党沢，

20

2却o '-*干刊 9ωO 乞勾?

ペ\併

W↑市よ 1
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朱鞠内川本流，砂金沢の上流，三十線沢の上流を経て，添牛内付近に達し，この付近

で走向を東西性に変え，士別峠付近に連る。本)曹はこの附近からその走向を東北性に

転じ，ヤツメの沢の貯水池から北方にのび，温恨別十七線のオロウエンベツ川の上流

地域まで分布する。

本屑は下部より朱鞠内挟炭部層，三十線沢合化石砂岩部層，天狗の鼻泥岩部層に三

分される。

V-l-l 朱鞠内挟炭部層 CCbcJ

本部層は長尾捨ー(1 953) によって命名されたもので，その模式地は l幌加内町大字

12 号西方の砂金沢上流地域である。

本部屑の基底部は礁岩からなり，硬砂岩，黒色粘板岩，青色ないし紅色のチャート

などの挙大ないし鶏卵大の傑岩からなる層の上部はしだいに淡褐色ないし青灰色の III

粒砂岩に移過し，さらに i倍以色ないし淡青緑色の泥質岩に漸移する。砂岩から泥質岩

に移過するあたりに 1.......， 2 層の石炭層が扶在される。炭層の胃厚は所により変化が著

しく，長も厚い所では山丈 2m を越す所もあるが，担 IJ方変化が著しい凸

模式地における本部層は，その下部の露出を欠くためク正確な回厚を判定すること

はできないが，約 200m に達するものと思われる。

本部)留は築別層の長下部をしめ，局部的に発達する。すなわち，模式地以外では，図

幅北部の上石油沢の支流の小岩井沢附近から東南方にのび，上石油沢およびその南東

方の中股川との間の山嶺附近に奇達するにすぎない。

上イ i油沢と r~l) 投沢との中同区域で、は，炭層下部の砂岩層から Anadara d.trilineata

(CONRAD), Cre戸'idula jimboanaYOKOYAMA などの海棲貝化石を産し，炭層上部の

淡青緑色の泥質岩中の泥 iκ 質の団塊から Clinocardium sp リ Macoma sp. などの化石

を産するの

木部層の層!享は変化に富み，模式地では層厚約 200m と推定されるが，上石油沢付

近では約 50m に減じと石油沢以南，中股沢から朱鞠内川本流にかけては，しだいに

薄層化し，殆どその発達をみなくなる。

未掬内川本流南方の砂金沢の模式地で、は，本部層が標式的に発達するも，その南方・

の三十線沢上流では殆どその発達をみないのさらにその東南方の都築の沢(添牛内市

街西方〉では，十日雲内川との合流点から約 500m 上流付近の河床に喋岩および砂岩が
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発達し，その中に炭質頁岩の薄層を挟在するにすぎなし、

本部層と下位の白語系との関係を明らかに観察し得る点は少ないが，両者は大部

分，断層で境しているもののようであるのこの両者の不整合関係はわずかに朱鞠内JII

の支流の中股川の河岸で観察されるにすぎない(第 3 図)0

V-1-2 三十線沢含化石砂岩部層 [Cbs]

本部層は菅野三郎，橋本豆，長尾捨一，他 (1959) の天狗の鼻層の下部砂岩層，松

野久也 (1959) ，菅野三郎・松野久也 (1960) ，菅野三郎・橋本亘 (1964) の築別層の

ま:O m

第 4 図 三十線沢上流の三十線沢含化石砂岩部層の棋式地付近のルートマップ
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下部砂岩部層に当る凸

本部層は幌加内町共栄西方・の三十線沢上流約 4km から上流に分布する粗粒ないし

中粒の暗緑色の砂岩層を模式とするの模式地i社;lEEにおける木部層は殆ど蛇紋岩質砂岩

からなっていて，下部には風化面が黄緑色を呈する蛇紋岩の人頭大の巨礁が含有され

る。

模式地付近で、は，本部層と下位の白空:系とは断層で境するため，その下限は観察不

可能である。しかし砂岩層の下部が傑岩質になり，中に人頑大の巨擦も点在する点

からみて，この部分は本部層の基底部に近いものと推定されるの

*三十線沢本流では， (第 4 図)石英扮:岩と本部層との直接の関係は不明であるが，石

英扮岩の露出区域の東側を北流するー支流では，本部層が石英扮岩を明らかに不整合

におおってし、る。

三十線沢本流において，石英扮有とその七五に分布する白主系との間にある木部層

は，貝化石を多産し Mercenaria y-iizukGiKANEHARA, Spisulaonnechiuri α(OTUKA) ，

Pholadideakotal?aeKANNOandMATSUNO, CrepidulajimboanaYOKOYAMA, Nu-

cellatokudai(YOKO-lAMA) などを合んでいる(第 7 表参照)。また本砂岩部屑には

**RotaliatochgiensisUCHIO などの依存良好な有孔虫化石を多産する。

第 5 図 三十線沢合化石砂岩部の露頭

f三十線沢上流，河床にみえる部分は\

\Bryozoa を含む石灰質砂岩層 /

*地質図には優白岩 CLcJ として示してある。

**Rotaliatochigiensis の産 Hi 層準ならびに随伴する化石動物群の性格については

再検討を要するものと思われる(育木直昭，大原隆による)。
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また，石英扮岩の露出区域の下流側に分布する本部層には，泥灰岩質の砂岩層(層

厚1O~30cm) が 2~3 枚挟在し，この中に蘇虫類の化石が密集している(第 5 図〉。

この上部は次第に泥質となり，やがて暗灰色の泥岩層に移過する。

模式地における本部層の層厚は断層で切られているため不明であるが，少なくとも

80m以 I二で、あると推定される。

模式地北方の砂金沢では，上流の三又の南の支流に広く露出する凸この付近では，

本部層の下限近くに僅かに朱鞠肉挟 j支部層が認められ，本部層の基民の疎岩層 C5~6

m) がこれに整合する口喋岩層の上部は晴氏緑色の蛇紋岩質砂岩層となり，中に貝化

石を多産する(第 7 表参照〉。

この砂岩層の上部はしだいに中粒から細粒の砂岩層となり，砂岩中に蛇紋岩の砂粒

がな少くなる。この部分には石灰質の団塊を合み，中に保存のよい只化石を含んでい

る。本部層の上部は暗灰色の泥岩層に移過する。

砂金沢三スの北の支流では，下位の朱鞠内挟炭層が厚く発達するのに対し，本部層の

発達は思い。本部層の下部は磯岩または礁質砂岩からなり，その上部は細燥を含む粗

粒砂宕となる円この什近は砂岩の囚結度も低く，中に Chlamys cosibensishanz 似'ae

MASUDA, Panopeja ρonica CA. ADAMS) , Balanus などの化1iを多数含んでいる(第

7 表参照)。この合化石砂岩層の上部は， しだいに泥岩層に移過するの

)j之閣内川本流では，木部屑は白望系と大部分断層で接しているが，その一部分に不

斡 fTのところもある。しかし何分露出が恵く，これを充分観察することができない。

さらに北方の朱鞠内川支流の中股沢では，本部層のi県民はやや粗粒のl倍灰緑色の砂

岩層からなりタ中に化石を多数含有する不規則な形の団塊を含んでいる。木部層の某

底は白宝系を不整合におおっているが，不整合両近くに第三系をきる断層南北性の断

層が定っている(第 3 図)凸

上石油沢から小平手井沢付近にかけて分布する本部層は， トー位の朱鞠内挟炭層に整合

するか，直接下位の白星系と断層で境する。この付近における木部層の下部は，暗緑

色の「ド粒ないし細粒の塊状砂岩からなり，風化面では淡褐色を呈する。本部層の下部

には只化石を多産するが，上部の細粒砂岩部に点在する泥灰岩質の団塊中にも保存良

好の只化石を産する口また，上部の細粒砂岩部には泥灰岩質の不規則な形の団塊を

含むが，この中には円筒形(径 2~5cm 位)をした多数の生痕をみるのが普通である

(第 6 図)。このような生痕のある不規則な形の団塊は，本部層の上部方細粒砂岩中に
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三十線沢含化石砂岩層産化石の主要産地別産出化石表

一定 ~------J 二土」主主!1fY32?RJ長jL13品
1 Acilasp. x x

2 Yoldiabiremis x x

3 Y.(Cnesterium)notabilis x x

4 Anadarasp. x

5 Glycymerisvestitoides

G. sp.

Miがω grayanus

M. sp.

Chlamyscosibensishanzau ・ae

Ch. sp.

Felaniellausta

Clinocardiumd.mutuense

Serri μs d.groenlandicum

S. sp.

乃itar d. 。初 dana

Eosiniad.kaneharai

Mercenariay-iizukai

Mactrahαboroensis

S戸抑 la om的~ria x

S. ezodensata x

Macomasp.

Atacoma0戸tiva

Feronideat-matsumotoi x

Myaaft.cuneiformis

Pano 戸 japonica 1

Thraciapertrapezoidea

Th. sp.

Pandora(K ，仰叫 α) pulchella

P. sp.

Pholadideakotakae

Turritellafortiliratachikubetsuensis

T. sp.

Crepidulajimboana

Naticasp.

Polinicessp.

Nucellatokudai
Ben 均ius oomurai

Echinarachniusmicrothyroides

ﾗ

x
x

第 7 表
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第 6 図 三十線沢含化石砂岩部層の上部にみ

られる円筒状の生痕(平面図)

広く観察されるもので，本部層の一つの horizon marker となるものである。

本部層は小岩井沢の上流地域からさらに西方にのび，羽幌川上流の中の二股川，待

宵沢，清水沢の上流地域にも分布し，下位の白望系と直接断層で境する。乙の付近に

みられる本部層は暗緑灰色の中粒ないし細粒の砂岩層からなり ， Spisulaonnechiuria

(OTUKA) , Myacunei/ormis(BOHM) , Periρloma besshoense(YOKOYAMA) , Natica

sp., Fulgorariasp. の貝化石を産する。

・ソヅキ

模式地の南方では，本部層は都築の沢の河床(相雲内川との合流点より約 500m 上

流)に露出するのこの付近に分布する本部層は主に傑質砂岩からなり，中に炭質頁岩

の薄層を挟在し，稀に Macoma sp. などの海棲只化石を産する。これらの機質砂岩層

は上位の暗灰色泥岩層と断層で接しており，また，基盤との直接刀関係も不明である。

三十線沢含化石砂岩部層は相雲内川心谷に沿って西方・まで入りこんで分布する。す

*なわち，添牛内西方 3km の相雲内川の河床には本部層の基底部が分布し，基盤の蛇

紋岩を不整合におおっている。この付近に分布する本部層の基底部は，薄い磯岩層

(層厚 1m士)からなり，その上部は灰縁色の砂質泥岩層となる。不整合面にはイワ

ホリガイの穿孔もみられ， PholadideakotakaeKANNOandMATSUNO や Saxidomus

sp リ Peronidea t-matsumotoi(OTUKA) などの海棲貝化石を産する白

*この付近は通常河床礁におおわれており，観察不能であるが，調査当時たまたま河

川工事のため，観察することができた。
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タイセ川

相雲内川の南方(頑雪沢，都築む沢の出口の対岸部)にも本部層が分布するが，露

出が悪く，乙れを十分観察することができない。

添牛内の北大演習林事務所南西の雨竜川の屈曲部南岸(二十班林沢から二十一林班

沢問の雨竜川の河床および左岸)には木部層の好露出がある。この付近における本部層

は蛇紋岩質の砂粒を主とする灰緑色ないし暗灰緑色の中粒砂岩からなり，その上部は

砂岩と、ンルト岩との互層に移過する。陪灰色の砂岩には海棲貝化石を多産し，とくに砂

岩に挟在する {i灰質力団塊中には保存良好な貝化石を多産し ， Glyeymerisvestitoides

NOMURAandRATAI, Mereenariay-ii 幻t..'?ai KANEHARA, Dosiniad.kaneharai

YOKOYAMA, Spisulaonneehi ・ uria (OTUKA) , Nucellatokudai(YOKOYAMA) などの

月化石と共にウニの化石をも多摩する (t ，'~ 7 表参照〉。

この付近の木部層1);長向はほぼ東西でコ北に約 30° 内外の傾斜を示し，下位の未区

分白望系 CKJ や蛇紋岩を不整合におおっている。

本部屑は東方にのびて士別峠の南方の道路の切り訓りに露出する o この付近にお

ける本部層は青灰色の粗粒ないし 111 粒の蛇紋岩質の砂岩からなり ， Patino 戸elen sp ・-

PapyrideaharrimaniDALL, Peronideat-matsumotoi(OTUKA) , ereρidulajimboana

YOKOYAMA などの只化石を産する。乙の部)普と下位の i主主系との直接交コ関係は不明

であるがフ)手さがし、ちじるしく薄い点からみて，この部層は，断層で切られているも

のと推定される o

この部層は，この付近から走向を北東に変え， i昆恨りiH中線の福島団体西北部のヤツ

メ沢の谷に露出しながら北上し，温根別十七線のオロウエンベツ川の上流まで追跡

できる。この間，一部で、白望系の街上塊におおわれるが，その他の地域では白歪系を

不整合におおっている。オロウエンベツ川上流の夕、、ムにu:ぐ小沢を南にさかのぼる

と，乙の部層の基底部が露出するが， ド位の白豆系との直接の関係は不明である。こ

の付近の谷底の転石から Mereenaria y-iizukaiKANEHARA, Dosiniad. 初neharai

YOKOYAMA , Peronideat-matsumotoi(OTUKA) などの只化{iが採集されたの

この付近の，この部層の走向は南北で，西に 60° 内外の傾斜をしめすロオロウエン

ベツ川以北では断層に切られ，また一部は，集塊岩層におおわれて露出しない凸

V-1-3 朱鞠内挟炭部層と三十線沢含化石砂岩部層との関係

朱鞠内扶炭部層の堆積は局所的であり， しかも，走向方向に厚さがいちじるしく変

化する。また，三十線沢合化石砂岩部層は，下位に朱鞠内扶炭部層の発達する所で、は，
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層厚が相対的に薄く， j実炭部を欠いて直接白亜系と不整合に接する所では，層厚を増

す傾向がある凸以上の点からみて，両部層はほぼ同時のものであり，朱鞠内挟炭部層

は三十線沢合化石砂岩部層の基底部に局所的に発達したー異相とみることができる。

しかも，この扶炭部が，図幅の西側にだけ発達し，士'J3iJ峠から北方の東側にある三十

線沢合化石砂岩部層の基底部に発達しない点は古環境の解析上注目すべきことであ

る。

V-1-4 天狗の鼻泥岩部層 (Cbm]

本部)層脅は鈴木i達圭

日閉別!リl層の中の頁岩岩4層の一部，松野久也・他 (1959)，菅野三郎・橋本亘・長尾J合一・他

(1959) の天狗の鼻層の中の上部泥岩部層，菅野三郎・松野久也(1960) の築別層の上

部泥岩部層，服部幸雄(1961) の築別層中の四橋泥岩部層，菅野三郎・橋本亘 (1964)

の築別居の一部に当たる凸

本部層の模式地は上石油沢とトー石油沢との合流点付近から上石油沢の天狗の鼻にわ

たる地域である。悦式地における本部層は，暗灰色の塊状の泥岩からなり，所により

板状の節理の発注する部分もある。本部周は下位の三十線沢含化石砂宕部層から整合

漸移するもので，段式地における本部層の層厚は 100，......120 m に達する。

本部層は大形化石に乏しく，砂金沢におけるー産地以外では，いまだ同定にたえる

大形化石を採集していない凸

本部層は前述の三十線沢含化イ i砂岩部層に整合して， )よく本図 II届中に分布するが，

上位の古丹別居の:t i油沢泥有部層との区分は明瞭を欠くの本部の上限は塊状の陪灰色

泥有l いに砂岩層(層厚 10---50 em) が挟在しはじめ，互層状を呈しはじめる所をもっ

て，石油沢泥岩部層との境とする。

本部層は下位の第三系とは対遮的に全く安定した層旧を示し，その層厚も余り変化

しないものと解される。

本部層は全層にわたり化石に乏しいが，砂金沢の北の沢の晴灰色の塊状泥岩には，

Lioconchasp.(n.sp.) が多産する。

V-2 古丹別層 CKtj

古丹別層は木域においては著しくその屑相を変えて，東方では本来の岩相とは全く

異なった岩相にまで変わるの
サカ lJ- it ワ

傑岩桐をもっ羽幌岳砂岩諜岩部層 (Ktcg] ，逆川砂岩部層 (Kts] 及び石油沢泥岩
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部層 (Ktrn] に分けて記す凸前二者には築別層基底部である可能性についての問題が

残されている。最後のものは，西方から東方に向かつて著しく層相を変える D
オニシカ タップ

松野久也・他〔鬼麗，達布，古丹別，三渓，築別炭砿，初j甫各図幅〕が調べたとこ

ろに照すと，本域に分布する古丹別層は，西方において鍵層とされた凝灰岩層のうち

の最下部のものよりさらに下の層準であることがわかる。

V-2-1 羽幌岳碓岩部層 (Ktcg]

本層は羽 l幌岳を巾心とする山地と，羽幌川上流と古丹別川との分水の一山峰の上と

に分布している。前者を模式地とし，岳見沢に基底を，逆川に上限を露出する D

羽幌川上流部の木層の分布と，その基底の不整合面は長瀬和雄により見出されたも

のである白不整合面は羽幌 JII 上流部の支流，年順沢の二股の下流及び古丹別川越の沢

で良く観察される凸礁の大きさはポテト大が多く，時に南瓜大，稀にはもっと大きな

棟も混っている。操種は粘板岩，チャート等の古期堆積岩が多く，時に花崩岩質岩石

が見られる。そのほか，自主系の泥灰質団塊も発見され，それに含まれる化石内容か

ら見ると中部蝦夷層群以上の各層準から由来したものであることがわかる白

礁は褐色を帯びていて，礁岩全体の様子は羽幌川本流で知命沢落合のすぐ上流に見

*られる石炭層の直上の瞭岩層に良く似ている。そこでは約 23m の際岩と青灰色砂岩

の互層の部があって，上部は約 70m の含貝化石砂岩層などをへて，スランピングを

する古丹別層となる。一方本部層の方は，羽幌川南部では厚さ 70.........80m でその上位

は泥岩層から成るのだが，羽l幌岳方面では 400，.....450m の厚層で，その上に厚い砂岩層

が発達する。

本凶幅内の礁岩層が，蛇紋岩礁がなく，花崩岩質岩の礁のあることと，時にスラン

ピング構造の見られるところから，差し当たり，古丹別層の基底と見倣しておくりそ

の場合，古丹別層が直接白呈系のいろいろな層準を不整合に覆うことになって，天北

**地方としては異例のととではないかと思う。

また，この地方の地史を考えるときに，築別層としてこれを取扱うにしても，その

古地理を考え難い点があるので，後で記すような難点もあるが，今後の重要な問題と

*三渓図幅で築別層の基底磯岩とされたのは，この礁であろうか。

**三渓図幅では，羽幌川支流知命沢と古丹別川の問で，古丹別層が三毛別沢を直接

覆うのと，達布図幅では古第三紀達布頁岩層を不整合に覆\"，西に向かつて追覆

している。それ以外は常に築別層と相ともなって分布するロ
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して本部層並びに次に記す厚い砂岩部層 CKtsJ の対比があることを明記し，差し当

り古丹別層として取依っておく。

V-2-2 逆川砂岩部層 CKtsJ

この部層は逆 ][1 とその支流におし、て長も良く観察されるもので，極めて厚い砂岩層

である。多少緑色を帯びた灰色の砂岩層で，厚い板状を呈し，処によって漣痕が良

く発達する凸また，処々に喋岩を介在するの一見築別層を思わせる。逆川上流の支流

や，岳見沢では，やや軟質になった砂岩の中に貝殻の破片が入っているのを認めたが，

既定に足るものを得られなかった。

地層の厚さは 300m と推定される白

この部層は羽幌][Iの南の山頂部(上古丹別三角点 512.4m の東北の山稜部)では

発達しなし、そこでは喋岩部層も薄く，上部は泥岩層を介在しつつ互層漸移をして厚

い泥相に変わるの

IiI の二股川の北向の支流に発達する新第三系は，築別炭鉱図 II届や三渓図 II屈の古丹別

層の延長部であるのそこでは，古丹別)普の巾に，羽 l院岳醗岩部層や本部屑のような厚

い喋岩や砂岩桐は少しも発達していないで，別の陳岩砂岩十日がわずかに発達する。

もし，上にのベた際岩部層と砂岩部層が 1\ 丹日Ij層で、あるならば，築別層堆積後に，

その耳 t積盆地の末端であったところが削是 IJ をうけて白豆系を露出するに至った事を示

す。古丹別層下底の不整合は程度の差はあっても苫前郡一市に見られることである。

一方本図 IIJ国内で，明らかに築別層とされる地層と古丹別層の延長で異相を示す泥相部

とは非合するの

従って，什汁別!書 j忙積開始直前の陪面は羽|幌岳付近から苫前郡の方にあったもの

で，それに引きかえて，雨竜郡の方は引きつづき水面下にあったものと理解されるの

また南方から羽幌岳の方に向って，自主系を露出するような上昇部があったことにな

るの古丹別層の {JI出、目の分布から見ると，際岩部層並びに砂岩吉 1\層は羽 l幌岳付近に堆積

の巾心をもって阿側から東に向かつて突出していたレンチルの末端部と理解されよ

う。

初j甫図幅によれば A・丹日 IJ層の堆積の中心は歌越別背斜にほぼ一致する南北の方向性

をもっていて， しかも南の方に粒度が粗いように読みとれる。

築別炭鉱凶幅では東方程粒度も層厚も増すと記される。これは見方によれば，この
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位置は説話図幅で認められたところの粒度の最も組い区域に対して，その西側にあた

るところということであるかもしれないという可能性もあり得る。

三渓図幅をみると，喋岩の顕著に分布するととろは築別向斜内であるといわれる。

そして，周辺の古丹別層の層厚変化から見て，松野久也は古丹別層の堆積は東方から

供給されたものと結論していると(松野， 1958, 1960) を引用している。

このようなことから見て，羽幌岳部層などを古丹日Ij層に対比すると，従来の説と正

面から反対ということになる。

築5JiJ層とした場合には，東側の築別居基底部が蛇紋岩陳岩や蛇紋岩砂岩層に始まる

にもかかわらず，羽幌岳部層にはそれがなし、。一方との部層に見られる花崩岩擦は，

古丹別居から III現しはじめるといわれ，その有無は築別層と占丹別居の区別に使用さ

れる(初浦|司幅〉。

V-2-3 石油沢泥岩部層 (KtmJ

本部層は渡辺久吉 (1918) による古丹別層の一部に当たり，菅野三郎・橋木亘・長

尾捨ー・他 (1959) の石油沢層，菅野三郎・橋本亘 (1964) の古丹別層に当たる。

本部層は下石油沢から上石川 i沢にかけて分布する砂岩層(層厚1O，......， 50cm 土)を扶む

陪灰色の泥岩を模式とするのこの泥岩層は所により硬質頁岩状を示すこともあるが，

風化すると黄梅色ないし陪褐色を皇し， もろくなる。

*模式地における本部層は約 2 ， 000m に達する著しく厚い層厚を有する。本国は凶|隔

の中央部に分布し，第三系中，最も広い分布地域をしめしている。

本凶幅の中央部をしめて分布する本層のド部は砂岩・泥岩の互層からなるが， 上部

はしだいに砂層を減じて塊状の泥岩となるの砂岩・泥宕の互層部はところによりゆる

い slumping を示すが，一部においては rubble bedding を示す所がある。

図幅の西北隅の羽幌川の支流の清水沢，待宵沢の上流地域では，本部層の基底部に

**ゴマ塩状の粗粒砂岩ないし細擦を含む傑質砂宕層(層厚 5m 士)が発達し，その上部

はしだいに粒度を減じて泥岩に漸移する。この泥岩は風化面では貰褐色を呈するが，

新鮮な面では暗灰色である。本部層の基底部から約 300m (垂直層厚〉上位の付近で

は，本部層は著しい rubble bed をなし，任数 m の泥岩の巨礁が泥質の基質の巾に部

*slumping や rubble bedding によって層厚を増していることも考えられるの

料 水にぬれた時は暗灰色を呈する。この中にはード{立の泥岩の礁が多数含まれる。
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在し，崩壊しやすくなっている。このため，待宵沢や清水沢の上流には崩壊地が多い。

中の二股川および下石油沢地域では，泥岩中に薄い砂岩層(層厚 O.2，.......O.5m士)が

挟在するようになり，この傾向は上・下石油沢の合流点付近で築別層に整合する部

分においても明らかである。朱鞠内川本流すじでは挟在する砂岩層が少なくなり，

rubblebedding の著しい部分がある。

ヨずラス f キヨ l"T. イ

朱鞠内市街西方の養水沢流域から共栄北方の雨竜川の屈曲部付近にかけて，本部層

はふたたび砂岩層を多く挟在するようになり，砂岩・泥岩の互層を呈するようにな

るの朱鞠内市街南方約 2km の道路の西側の崖では，砂岩層の厚さが 2m 以上に達し，

泥岩と互層しながらゆるく slump している。

このような砂岩・泥岩の互層は砂金沢の入口付近，三十線沢，添牛内の増田の沢上

流地域にかけて発達する。

互層状を示す本部層は，中央向4' 4の東翼部にも発達し，朱鞠内市街東方の雨竜 JII 川

岸やオロウエンベツ川の上流地域にも認められる。共栄東方の山地では集塊岩におお

われて，その露出が少なしまた，ピラトルオマナイ川付近では本部層の露出が少ない

ため，充分これを観察し待ないが，一般に泥質の部分が多くなるもののようである。

本部層は化石に乏ししまだ大形化石を発見しなし、。

V-3 ピッシリ岳層 CPs コ

主に安 1[1 宕質の集塊岩よりなり，一部に海成層や湖沼堆積層を合む。本層は下位よ

り馬糞沢挟炭部層 (BzJ ，釜ケ淵集塊岩部層 (PsagJ ，湖南凝灰質砂岩泥岩部層 (PstfJ ，

北大島礁質砂岩部層 (PscgJ に分けられる。

V-3-1 馬糞沢挟炭部層 (BzJ

菅野三郎・橋本亘 (1964) の馬糞沢層に当る ο 本部層の模式地は馬糞沢と石油沢の

合流点から上流約 50m から 300m の問の石油沢の河岸である。

模式地における本部層は下位の石油沢泥岩部層を不整合におおっているもののよう

であるが，石油沢本流の河床における露出が悪く，これを充分観察することは困難で

ある。馬糞沢との合流点から約 50m 上流付近の河床には，暗灰色の泥岩層の上に礁

岩層がみられる口瞭岩の喋種は角閃安山岩，硬砂岩，チャート，第三系由来の軟質の

泥岩などからなり，よく水磨された径 2~5cm の円礁である。この中にみられる角閃

安山岩の礁は，釜が淵集塊岩 (PsagJ の岩質と同一である点は注目に倍する巴
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陳岩層の上部は連続露頭では観察し得ないが，黄掲色の粗粒砂岩となり，中に炭質

物ないし埋れ木様の亜炭を挟圧する。

砂岩層の上部は青灰色の泥質砂岩ないしシルト岩からなり， I ドに厚さ 2m 前後の貝

化石層を含有する(第 7 図，第 8 図)。この只化石層にはとくに Spisula sp.(n.sp.?)

が密集しており ， An α:dara d.α micula (YOKOYAMA) , Astarted.teshioensisYOKOｭ

YAMA, MacomatO:lyoensisMAKIYAMA, Myajaρonica JAY, Turritellasp., Natica

sp. などを伴っている。

第 7 図 馬糞沢挟 1安部田中の貝化石田

第 8 図 馬糞沢挟炭部居中の貝化石の産状

Sρ isula sp. の密集状態を示す
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摸式地における本層の層厚は約 140m で、ある。

模式地では本部層は南北性の軸を有する向斜構造をなし，その西翼では約 50° の東

傾斜を示すが，東翼では約 30° の西傾斜を示す。

石油沢の南の中股沢には本部層の向斜部の西翼が露出し，ここでは本部層の基底疎

岩層が下位の石油沢泥岩部層を不整合におおうもののようであるo 乙の附近では本書1\

層の走向は N700W で， 35° 前後東に傾斜する。

本部層はさらに南の朱鞠内川本流すじに露出し，林道のがけで観察される。乙こで

は本部層は層厚約 30cm の亜炭層を挟む泥質砂岩層からなり，ほぽ東西性の走向を示

し，向斜構造の軸部が確認されるの東翼は不整合に下位層を覆うようである。

海棲貝化石を含む馬糞沢挟炭古/)層は石油沢の支流の馬糞沢にも分布し，向斜構造を

示しているのこの両翼部は西北にのびて下石油沢の上流にまで分布する。向斜の東翼

部は北にのびて，ウツナイ川支流のーの沢の上流地域にわずかに分布するが，乙の付

近では大部分集塊岩に移過しているもののようである。

本部層の南の延長は朱鞠内川市岸から朱鞠内市街西方の低い丘陵地を形成し，雨竜

川の屈曲部(大学十二号{、!二迂)北方にまで達している。この付近では露出も悪く，そ

の層序関係を充分明らかにすることは困難であるが，各所に薄い亜炭層の露出が認め

られる。

雨竜川の東方地域では，本部層は集塊岩層の基底部をしめ，おもに石油沢泥岩部層

起源の泥岩礁(小磯ないし巨際)をもっ喋岩層からなっている。との地域の本部層は

東南方向に進むにつれて薄くなり，やがて集塊岩が直接下位の石油沢泥岩部層を不整

合におおうようになる。

V~3-2 釜ケ淵集塊岩部層 (PscgJ

今西茂・遠藤誠道 (1954) によって命名されたもので，その模式地は本図幅の北方

蕗の台の朱車部内湖の西側にあるの本部層は菅野三郎・橋本亘・長尾捨ー・他 (1959)

のピッシリ岳層中の上部集塊岩部層，菅野三郎・橋本亘 (1964) のピッシリ岳層の一

部に当る口

本部層は図幅の西北方にあるピッシリ山を中心に発達する角閃安山岩質の集塊岩よ

りなるの本部層はピッシリ山より南西にのびて一つは馬糞沢付近に達し，その一部は

朱鞠内市街両方の養水沢の奥に分布する。他の一部は模式地から朱鞠内ダムの周辺に

発達し，南東方にのびて朱鞠内市街東方の山地を形成する。
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本集塊岩層の一部は下位の馬糞沢挟炭部層の一部と指交するものと思われるが，こ

れを明らかに観察し得る所がない。しかしながら，本部層を構成する角閃安山岩は，

馬糞沢毎年炭部層の基底礁岩l ドに含有される点よりみて，乙の集塊岩の火1[/活動は，馬

糞沢挟炭部層の堆積当初においてすでに開始されていたものと推定される。

V-3-3 湖南凝灰質砂岩泥岩部層 (Pstf)

湖南の楓根別川上流の河床付近に分布する主に凝灰質の砂岩・泥岩よりなる地層で，

炭質物を挟在する。模式地における本部層の露出は極めて狭い範囲に限られ，その分

布は充分明らかではないが，周囲の地質条件からみて，釜ケ淵集塊岩部層に指交する

ものと思われる。

本部層の一部は砂岩・泥岩の互層状を呈し， slamping を示す所もある。

晴灰色の泥岩中には Vivi ρarus sp. などの淡水棲貝化石と共に，炭質物や植物化石

を多産する(第 8 表)。

本部層の層厚は約 30m と推定される。

第 8 表 湖南凝灰質砂岩泥岩部層産植物化石(遠藤誠道鑑定)

Car ρinus sp.

Cercidi ρhyllum sp.

Corylussp.

FaguspaleocrenataENDO

F. sp.

Hydrangersp.

Laurussp.

Magnoli α paleokobusi ENDO

M.sp.

Quercu ωssp.

Rha 仰F

Sα lix sp.

V-3-4 北大島磁岩砂岩部層 (Pscg)

朱鞠内湖中にある北大島などに発達する黄褐色の粗粒ないし中粒の砂岩および喋岩

層である(第 9 図)。礁岩の擦は拳大から径 2cm 位のもので，角閃安山岩やチャー

ト，粘板岩などの円礁からなり，凝灰質の基質で回結されているの本部層の下部には

薄い亜炭層 (5cm 士)が 2........3 枚挟在するの

本層の層厚は約 20m 以上と思われるが，模式地では下限は不明である。本層の J
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第 9 図 北大島砂岩礁岩沼層の露頭

(整層せる砂岩層を示す)

部が集塊岩層と指交している点が凶l国東北隅近くで観察されるので，木部層は集塊岩

部層のー異相であるととが明らかであるロ

V-4 政和層 [Swj

木層は図II届中央部の南部にのみ分布する。幌加内凶幅において政和層と呼ばれた含

亜炭層の北の延長で，国鉄新富駅と添牛内駅のほぼ中間にある 18 線沢の下流にまで

達する。

地層は下底を現さない白亜炭層は下部の方の細粒岩相部に介在する。上部は際層に

富んでいるの地層は極めて軟らかく，段丘堆積物と区別し難いことすらあるの

18 線沢の南の深沢で良く観察される。そこでは，国鉄鉄橋のすぐ東付近に一つの脊

斜軸があって，鉄橋のすぐ河で向斜しているの鉄橋上流約 400m のところで再び脊斜

する凸この脊斜の 150m 程上流に約 4m の礁層が見られる。三枚の亜炭層は，いずれ

も，この際岩より下位の層準である。この層準を除き殆んど、が、ンルト岩または粘土岩

で稀に砂層がある。

上部は豊富内沢の，本図幅の西端にー露出があるのみで，他はみな幌加内図幅 If;J に

露出する。主として喋層から成なり，砂層も介在し，稀に粘土層がある。砂層や粘土

層は不規則な形をしている。

本層からは鑑定にたえる化石をまだ発見していないので，その時代は明らかでな

い。幌加内図|隔では，乙れを追分階或は滝川階のものとしている白

亜炭の様子など，また，構造上，本層はピッシリ岳層の下部と考えられる馬糞沢挟
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炭部層に対比される可能性がある。少なくも朱鞠内の西の含亜炭層とは比較出来そう

に考えられるのそうすると稚内層に対比されことになる。

V-5 新第三系を貫く火成岩類

新第三系を貫ぬく火成岩には玄武岩と安山岩類がある口

V-5-1 安山岩 (An]

安山岩には，釜ケ淵集塊岩部層 (Psag] の主体をなす安山岩噴出物と，その地層

や，それより古い地層(主として石油沢泥岩部層 (Ktm]) を貫ぬくものとある。

斑璃質のもの結品質のものなどが見られ，後者には班品の粗粒なもの，細粒なもの

などがある。一つの岩脈でも大きなものにあっては中央部が扮岩様を呈するものもあ

る o これらの分布は割合狭い地域に限られているの

ウツナイ川支流ーの沢やツツミの沢に露出している岩脈は角閃石安山岩で陪灰色を

呈するの鏡下では角閃石が白形を呈し，斑品をつくる。科長石には累帯構造が著しく

見られる。斑品となるものと石基をつくるものとある。

タモノ木沢のものも暗灰色を呈する輝石安山岩で，普通輝行，科長石から成り，少

量の磁鉄鉱が見られる。

石油沢のものは班璃質である。

V-5-2 玄武岩 (Bs]

朱鞠内川支流石油沢の二股から t石油沢に入ったところにある大きな屈曲部を天狗

の鼻と呼ぶ凸そこの左岸にあって，天狗の鼻泥岩部層 (Cbm] を貫ぬいているのやや

暗い灰色の細粒で硬い岩石である。風化すると多少褐色を帯びる。

鏡下では透輝石の大きな斑品があり，石基は短冊形の斜長石から成る凸

V-6 第三系の時代および対比

木地域の第三系の時代および対比については，とれまで各様の見解が述べられて来

たりしかし，近時本図幅西方の築別地域や羽幌地域の層位学的，古生物学的研究が進

展した結果，我々の知識も急速に進歩し，これまでの結果に改訂を要する点が生じて

きた。

先に菅野三郎・橋本亘・長宅捨ー・他 (1959) は，朱鞠内川の支流の石油沢，中股

沢地域の第三系を調査し，これを苫前炭田地区の築別層，古丹別層に対比した。その

後，苫前地区の第三系は松野久也・木野義人 (1959) ，服部幸雄 (1961 ......， 62) 山口昇

一・松野久也 (1963) ，菅野三郎・松野久也 (1960) 等による層位学的，古生物学的研

- 48-



ヲシケ

究が行なわれ，かつて築別層と一括されていた第三系は狭義の築別層と三毛別層に二

分され，各層に夫々特有の性格をもっ動物群の存することが明らかとなった。

本図幅の第三系の下部をしめる築別層には海棲の貝化石を多産 L，特に三十線沢含

化石砂岩部層には築別層の特徴種たる Yoldia (Cnesterium)notabilis YOKOYAMA,

Mercenariay-iizukaiKANEHARA, Spisulaonnechiuria(OTUKA), Pholadideakot α-

kaeKANNOandMATSUNO などを多数産し，古生物学的には狭義の築別層に属する

ことは明らかである。しかも，本図幅の第三系は，苫前地区の第三系の模式地まで野

外において進跡され，層位学的にも同一層準である乙とが確認されているの

また本部層に特徴的な海胆に Echinarachnius microthyroidesNISIYAVIl A がある。

これの模式種は青森県の末の松山層に産したもので，中新世後期の示準化石とされて

いる。橋本亘・氏家宏 (1965) によれば，摸式種と極めて良く似るが，その歩帯溝の

様子は Ke ωiα に近い点があるので模式種よりは時代的に多少古くなる可能性のある

ことが指摘されている。

築別層の層準については先に菅野三郎・松野久也 (1960) によっても述べられてい

るが，中部中新世の上部に属し，温暖な中部中新世型の動物群に代わってやや寒冷な

水温を指示する動物群が現われはじめる時代である口

ピッシリ岳層の馬糞沢挟炭部層には Anadara d.amicula(YOKOYAMA) , Astarte

d.teshioensisYOKOYAMA などの貝化石を産し，上部中新世を示すものである。政

和層は多分これの異相であろう。

VI 鮮ー更新統

VI-l 蕗の台層 CFdJ

この地層は今西茂・遠藤誠道(1 954) の命名で，模式地は幌加内町下戸内南方の深

名線鉄道切割である巴この地点は旧宇津内駅の南で，本図幅の北限に近いあたりと思

われる。

原記載ではミ厚さ 15m 内外で，粘土・凝灰岩・砂岩及び礁岩ミから成り， 30cm 位

の粗悪な亜炭層が扶在し ， MenyanthestrifoliataLINNE の実がその部分に密集して

産するというのそこではミ釜ケ淵集塊岩を不整合に覆い，湖成堆積層と思われる高位

台地砂喋層に不整合に覆われているミと記す。原著者等は Menyanthes を野産するの

で洪積統と考えている白
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この地層は朱鞠内湖の西の台地上に広く分布するだけでなく，湖南の土堰堤の余水

路や湖南小学校の西でも，釜ケ関l集塊岩部層を不整合に覆って発達する。温根別川上

流のー支流でも，集塊岩層と共に傾斜している本層と思われる含亜炭層がある。

ウツナイ川の西側に新しくつくられた蕗之台に行く道路で観察すると，この地層は

断層で切られたり，スランピングした部分があったりする。それに，最下部の亜炭層

は特に著しい初成傾斜をして，集塊岩層の斜面に接している。ーの沢の南の道路で見

ると，湖面のところから始って 359m の標高点の峠を越えて分布する。この高低差は

65,.......70m近いものがある。その全体の分布を見ると，この地層が断層運動のためによ

ってのみ生じた傾斜とは云い切れなし、。ここに生じている亜炭(草炭)の様子は，現

在のダムの周辺の芦が枯れ，水位の変動によって生じている薄い泥炭が，湖岸のダム

のために生じた崩士の上の急傾斜にへばりつくように強く傾斜しているのに似てい

る。或は，水位が次第に上昇し，周辺に生じている泥炭生産地を次第に上方に追立て

ながら形成して行った初成傾斜が相当重要な役割をはたしているのではなかろうかと

推察するの

本層に属すると思う草炭がウツナイ川支流ツツミの沢に見られる。露出が思く他の

地層との関係を充分i吟味出来ないが，航空写真とあわせて，この地層は断層で馬糞沢

挟炭部層に接するものと推定したり

VII 第四系

第四系には段丘堆積物，河床や氾濫原の堆積物，尾錐，火山灰，泥炭といろいろな

堆積物が見られるのそれ等を，本凶幅では高位段丘堆積物，低位段丘堆積物，沖積層

の三つに区分して示したの

VII-l 高位段丘堆積物 CThj

この地層は主として中央北部の 300m 以上の台地の上に分布し，蕗の台層やピッシ

リ岳層，古丹別層，築別層の上を不整合に覆っている。

喋岩の様子は深名線の沿線の人工崖や，朱鞠内湖の湖岸の崖でよく観察される。

厚さは 10m 前後で未聞結の砂蝶層である。安山岩礁を主にし，砂質頁岩喋を混え

るの醸の大きさも，その層によって異なるが，ポテト大からそれ以下のものが多い。

この礁層と同じような高さにある，雨竜第二貯水池の商の丘の上にもポテト大円礁

から成る喋層を主とする数米に達する地層が，蕗の台層を不整合に覆っている。
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また，湖南小学校の台地の上もこの礁層から出来ているようで，士堰堤のととろの

余水路の崖で観察されるし，小学校から開拓地に下る坂道の一部でも見られる。

乙の操層は台地の上ばかりでなく，オロウエンベツ川上流部の平坦面の上に載って

いるようである。そして，ピラトルオマナイ沢の水源地付近にまで拡がるのではない

かと見られる。これ等は航空写真から平坦面を追跡して記入したものである。

このように，この砂陳層は，北ではウツナイ川や朱鞠内湖底に沈んだ沢(雨竜JII本

流の一部とその支流)などの最初の段丘喋層あるいは旧朱鞠内湖のよなうものがあっ

てそれによって出来た砂疎層のように見えるが，湖南から南への分布を見ると，現在

の河川系のものとは異って，シュルクタウシベツ川の方と連絡していた河川があって，

それが残したものもあるという解釈も可能のようである。

こうした高いととろにある礁層には，朱鞠内川支流石油沢の下流部右岸の平坦山頂

部のものがある。下から見 tげ、たところ，見られるところで楽に 10m の厚さがある

と思われるの

そのほかには，図幅南端中央部の新富の西で居空沢の束にあって，西北一東南に走

る平頂台地の上に分布する。

朱鞠内の西の台地の上に発達する喋層の中にも次に記すようにこの中に入れられる

ものがある。そこの地形を見ていると，雨竜川の旧河道は現河道と平行して，西の台

地の上にあったように見受けられるの

VII-2 低位段丘堆積物 CT lJ

上に記したものを|徐き，それよりも低い段丘堆積物を一括して示した。

段丘は朱鞠内旧市街地(朱鞠内第二)を中心とした付近に良く発達し，五段程に大

別される。小学校のある段が中段で，それから河原までに 2 段と，西南の背後地に 2

段認められる。一番上のものは 300m ，二番目のものは小学校の河， 神社の上で 280

m 程で 2 番甘から下を [TIJ とするの小学校の段は 265m ，旧市街の低い方が 255m

---260m，そしてその下に 250m 程の段がある。 300m のものより上に狭いものがな

お一段ある場所がある。

これらの各段丘を精しく追跡したわけではないが，添牛内北星地区まで行くと，第

ホクセイ

2 段は北星の大学演習林事務所の東にある 262m の標点のある農耕地につづく面で，

東北では 280m 位まで上がって行く。この面はピラトルオマナイ川やその上流の沢の

本流左岸よりのところに良く発達している。
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第 3 段が大学演習林事務所のある台地にに行くと見られるが，事務所のすぐ西にあ

る小さな段から下が，第 4 段に相当するものかもしれない。添牛内市街地背後の台地

や新富駅の西の台地なども第 3 段に相当すると見られる。添牛内旧市街の台地は第 4

段に相当するであろう。

これ等の台地の上には，どこでも厚い砂・礁・粘土の層が発達しているし，処によ

っては泥炭層が見られる。北星の台地の上ではそのために井戸水が良くなし、白

シュルクタウシベツ川の右岸には仲線地域の農耕地の半ば以上を載せている台地が

ある。国道より西側は可成傾斜した台地で，その下に国道の通る平な台地がある。処

によっては更にその下に狭い低い段が見られる。

ここでも砂・喋・粘土層のほかに泥炭層のあるところもある。

その点は温根別川やその支流に沿った段丘についても同様であるむ

VII-3 仲積層 CAl]

河床，氾j監原に見られる砂・操・粘土層であるの乙の地方の各河川に沿って分布す

る。

VIII 地質構造および地史

VIII-l 地質構造概観

本図幅内には多くの断層が発達していて互に切りつ，切られつしている。それ等を

良く見ていると，一見新，旧があるようで，実は大変解析しにくいのそれに再動した

としか考えられないようなものもあるの

本域の特徴はこれが神居古 i軍帯が北に沈んで行く末端に当るところで，従って，図

幅南部からは幌加内凶幅に見られた一大背斜構造の延長部が入り込んで来る。その中

心部にはこの構造帯の特徴である大塊をなす蛇紋岩が見られる。これを幌加内背斜部

と呼びその両翼をそれぞれ，西は古丹別川単斜部，東を温根別単斜部と名づける o

タケミサヲ

古丹別川単斜部は岳見沢断層で切られ，その直接の北方延長部を見せないし，西は

ニ股沢断層で切られる。その西はには白重系摺曲部があって，後者の北方延長部は岳

見沢断層の北半部の西に沿って北方に延びて行く。

古丹別川単斜部の北端に近いところに逆沢背斜が発生している。との部分は，ノー

ズとして，北西に延び，中のニ股川背斜部として，中の二股川と白地畝沢の合流部付

近に出現する。
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両者の中間にある羽幌川奥背斜はノーズの中央部に相当するものであろう。こうし

たノーズ構造の東には奥朱鞠内向斜部がある。軸に平行な数本の長い断層と，胴切断

層によって可成りいたんでいるの

その向斜部の東には，小菅沢東及び西の二本の断層で隔てられて朱鞠内川単斜部が

ある。これは古丹別川単科部と同じ性質を示しているのそしてその北端部で、は，北々

西に向かつて白地畝背斜を派出している。

幌加内背斜部の東翼部は温根別川単斜部と呼ばれるのこの部分は仲線断層をもって

その東にあるシルユルクタウシユベフ背斜を中心とする摺曲部と接している。

東翼部の北方延長について，その形態は My! 部層により良く代表されている。し

かし，仲線の奥で地層は東北にー背斜を派出している。この様子は，その捻れの方向

が西翼部の背科の派出のし方で示されたところと正に逆であるのこうした部分の東は

温根別川断層で切られている。

こうした白望系の構造と，その中に発達する断層は新第三系と白望系を境する多く

の断層によって切られている。

興味あるものに幌加内背斜部の東・西両翼の断層群がある。東側には東北 西南の

平行断層群が見られ，丙側には北西一東南方向の平行断層が見られ，両者のなす角度

を 2 等分するような方向に蛇紋岩大塊は延びて分布する。つまり，蛇紋岩を中心とす

る杉綾模様 (Herring-bone) をしている〔鯨骨断層群〕。この形態は恰も蛇紋岩の注入

と摺曲及び断層の形成は密接な関係をもっていて，道入はミオ割れをつくるような方

向性があったと考えられる。また，こうした平行断層群に切られている断層の中に蛇

紋岩の道入が行われている様子がある。此ミオ割れが押割れであるならば，蛇紋岩の

透入は北から南に向った形であり，張り裂けであればその逆である。西翼におけるノ

ーズの派出の仕方や東翼における仲線北方の摺曲方向をみると，この道入はこの付近

の糟曲の発生と関連しながら北から南に向かつて行なわれたと解されよう。

こうした雄大な構造の西側には，二股沢断層と岳見沢断層の西に，白望系が小さな

摺曲を繰返す部分があって三渓図幅に入って行く。そして，こうした部分が北に行く

と，そのまま築別背斜の中核部に入って行くのだが，それは，その基部に止まって，

築別炭坑付近では新第三系と自主系は単一の背斜となり，殆んど構造差をみせなくな

る。

南部では，羽幌川上流から古丹別川にかけて，本図幅の西縁に沿うように南北に走
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る知命沢断層の西には，細長く南北につづく背斜があって，その西翼は，ゆったりと

した築別向斜の東翼になっている。

築別向斜は新第三系から成り，その西翼は，これまた雄大な構造である羽幌ドーム

につづく。そこでは，新第三系と白霊系は殆んど構造差がない。そして，このドーム

は古丹別層の堆積期に曲隆を始め古丹別層堆積後のある時期に完成している。その点

は築別背科も同様である。この点を見ると，少なくとも，自重系分布地域の西の方に

は，古丹別層堆積開始までの聞に，摺曲作用を殆ど蒙らなかった地域があったととに

なる。そして，羽幌ドームについてみると，この曲隆に関係している力は時計方向の

捻れを生じていたことが地質図の上から読みとれるの築別背斜とこのドームの二つを

雁行と見立てても同様である。

捻れの点からだけ見れば，幌加内背斜部の西方山地の白望系の構造に見られるもの

と全く同様である。しかし，完成の時期が完く違うことは，本閃幅中央部に分布する

新第三系の基盤に対する関係を見ても明らかであるし，朱鞠内川中流の新第三紀の基

盤は，堆積時において水平に近いまで逆転していたという事実すらある。

石狩炭田においては， I院内層あるいは紅葉山層の異相といわれる板垣沢層を仲介に

して考えると，石狩統の堆積前に白望系の中に生じていた構造が炭田地域の東側には

存在していることがわかる。そして炭田主部は紅葉山層堆積後の或時期に基盤の白望

系もろともに著しい摺曲を生じている。しかし石狩統の堆積中にも空知背斜のよう

に，曲隆運動を継続した部分もある。

こうしたものと，この地方を比較して見ると，台丹別川単斜部の西側に分布してい

る摺曲部は発生の時期的には石狩炭田主部に比較されるのではなかろうか口この部分

に見られる摺曲を雁行の解析から見直すと，逆時計方向の捻れを思わせるものがあ

る。因みに石狩炭田主部の構造運動は逆時計方向の捻れである。

矢部長克 (1959) は古丹別川単斜部の南の延長を，夕張山系の西に見られる単斜部

に比較している口又達布図幅の白望系の西の複雑なドーム構造の発生はその西にある

古第三系の摺曲と関連づけている。

次に図幅中央に帰って，三十線沢から砂金沢にかけての朱鞠内挟炭部層の構造を見

ると，大変復雑な構造ではあるが，その発生には時計方向の捻れが見られると思う。

それは羽幌ドームなどと同一期で，同一性質であるつ

なを，第三系分布地域の摺曲構造は朱鞠内向斜部を中心に東西で方向性を異にし，

- 54-



北に開く杉綾模様を示す。この点，白望系の構造と似ている。そして中心部の北に若

い火成岩々脈が集中して出現し，風構の一番奥に添牛内盆状地がある。

VIII-2 地史

本図幅内の最も I片い地層は下部蝦夷層群で、あるが，ここではその下底を現わしてい

ない。

幌加内図幅においては，その下に不整合に覆はれる空知層群の比較的上位の輝緑凝

灰岩層とその中に近入した斑靖岩とが角閃岩化している。つまり斑糖岩の注入と前後

する構造運動があって，斑糟岩による圧力を伴った接触熱変成的な成因によって角閃

岩化されたものと解釈され，その時期については神居古浬変成岩類を生じた広域変成

よりも後で蛇紋岩の注入以前と考えられている。蛇紋岩の道入の時期については白望

紀蝦夷層群の堆積後と記されている。

そこで， 7E知層群の一部が角閃岩化した時期の推定であるが，それには変斑楠岩が

一つの手掛りとなるかと思われるのこれと同ーの火成活動として一括されているもの

に輝緑岩があっつて，幌加内凶幅では GD の記号で示されている。ともかく GD とさ

れた火成岩は笑判iiで、下部蝦夷層群最下部層を貫ぬいて，相当広く露出している。

そうすると，幌加内図幅の見解に従えば，この角閃岩化の行なわれた時期は下部蝦

夷層群堆積後であったことになる。

本域の下部蝦夷層群の下部 2 層は極めて硬く，空知方面の下部蝦夷層群と似ている

が， LY3 以上の地層は比較的軟らかく，中部，或は上部蝦夷層群と同様，中にはそれ
テシ才ナ力 ji ワ

より軟かい地層がある。この点は天塩中川方面の下部蝦夷層群中・上部に近い様子を

示す。

化石が殆どないので下部蝦夷層群の堆積はいつから始まっているかわからない。空

知方面の資料からいえばアプチアン世よりは古いし，礼文島の資料から見ればバレミ

アン世までは|年らない。

堆積は少なくともアルビアン世中期までは継続したと思われる。空知，特に富良野

方面との岩相の差は，彼の地ではアプチアン世の Orbitolina 石灰岩までの地層しか残

っていないためで，そうした事は中部蝦夷層群堆積前の中蝦夷地変とそれに伴った削

剥のためと思われる。しかし，中部蝦夷層群に入ると，時代のわかっているのはセノメ

ニアン世のほぼ下限だけである。その位置から基底までは地層の厚さにして少なくも

イシカリカテヤマ

700.......800ill は認められる。石狩金山|叫幅では中部蝦夷層群基底のすぐ上に Morton-
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iceras を産しアルビアン世新期であることが明らかにされている。天塩中川図幅で

*は，アルビアン世新期化石 (Mortoniceras imaii(YABEandSHIMIZU)) を産した位

置から地層の厚さにして約 700m で中部蝦夷層群基底に至る。

このように中蝦夷地変を境にして，上，下の地層の示す時間的間隙は少ないにもか

かわらず，中部蝦夷層群はかなりの傾斜不整合をもって下部蝦夷層群を覆うばかりで

なく，アルピアン世新期と見倣される地層が 700m もあるという事実は重要である。

しかも本域から幌加内凶幅にかけて，不整合直上には MYl →Ma 層が分布する凸この

地層は厚い磯岩層を主体とする地層で， 50 ，......， 700m の厚さがある o この堆積期に見ら

れる流紋岩活動は，広く北海道中軸部を通じてよい鍵層となっている。

そして，下部蝦夷層群の基底部に既に礁などとして出現し始めていた変成岩類は，

乙の地変から上で急にその量を増す。中部蝦夷層群の第二回目の輪廻においては，礁

岩の堆積する場所は北に移って，相雲内川から北で著しく，特に 30 線沢以北が著しい。

そして，上部蝦夷層群の下底の佐久層になると，厚い礁)曹の発達する位置は更に北に

移り，朱鞠内川以北になる。

乙のように，中部蝦夷層群堆積初期には背後地の上昇に伴う堆積物の急激な供給が

ある一方では，堆積盆地の方はそれを受入れるに足る下降を行なっていたのである o

そして，上部蝦夷層群堆積のある時期には藍閃石をもった神居古酒変成岩が露出す

るに到っていたはずである(飯島東， 1961) 。なお，飯島は，クローム鉄鉱が既に中部

蝦夷層群下底から出現し始めることについて，蛇紋岩すら既に中部蝦夷層群堆積前に

露白するに到っていたものと解している。

幌加内図幅では蛇紋岩は白望系堆積後，そこに生じた構造線にそって道入したと記

されている。本域において，蛇紋岩は幌加内背斜部の核心を作っているの背斜軸に平

行する断層の中に注入したと思われる露出もあるし，それに，構造のところにのべた

ミオ割れから考えて，蛇紋岩の道入は背斜構造の発生と密接に関係しているものと思

われる。背斜構造の完成は少なくとも，自室紀末であったとしても差しっかえはない。

そこでこの地方の斑糟岩の道入にともなった角閃岩化の時期を再び考えてみると，

白望紀末よりは早く，下部蝦夷群の堆積の後である。

白望紀層を貫ぬいている火成岩には蛇紋岩に伴ったと考えられる優白岩と，上部蝦

キ松本達郎 (1954)
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夷層群下部の地層を貫ぬく粗粒よ武岩がある。白望系中の凝灰岩としては酸性または

中性火成岩に由来するもので，基性のものはない口

そうなると，角閃岩化は 14::1蝦夷地変に伴ったものであるか，あるいは白豆紀直上地

変に伴い，かつ蛇紋岩の道入に先んじていたという場合がある。一方では蛇紋岩に貫

ぬかれている神居古搾変成岩は自室紀後期には既に露出していなければならないの

白墨系の堆漬後，この地方には白皇紀直土地変が生じている。蛇紋岩の道入は多分

これに伴ったものというのが従来の考え方である。それに従えば幌加内背斜部はこの

地変で出来上がり，ノーズ構造の派出などもこれに伴ったものと考えられる。

こうした構造の発達は，すくなくも羽幌ドームの方にまではおよんで、いない。そし

て，古第三紀を通じて，少なくも本図幅内は陸であったと考えられる口

古第三紀， ，院内層の堆積後に留萌，石狩の炭田地方に見られる造構造運動があっ

た。 此地方は留萌炭田の末端としてどのような役割を果したか明らかではなし、。しか

し築別背斜の某部の 11::Jに入って行く小さな摺曲のある部分は，東西に比して，摺曲

は小さいがそのくせやや複雑なところから見て，この時期に生じていた可能性がある。

それに，乙の部分に作用した捻れも東西の部分とは逆のようである。

新第三紀になっても，羽幌層や三毛別層の堆積は，この地方には行なわれなかった

と見られる。築別層の堆積時において，始めて海水の侵入を見る。その時には中央南

部の蛇紋岩が可成複雑な地形をしていた。そこに入江となって侵入し，次第に低所を

埋めていったりこの海の縁の条件の適当なところには稼行可能すれすれ程度の石炭層

の生じたととろもある。

基底砂岩は，朱鞠内向科部の周辺特にその南部では蛇紋岩質砂岩で，添牛内の東南

では，蛇紋岩と，神居古i車変成岩類、の亜角礁を混え，喋も実に大きなものがある。こ

の砂岩層には多くの海棲介化石等がふくまれている。

古丹別層はスランピングをする砂岩層や砂岩・頁岩互層部もあるが，主として泥岩

から成り， 2,000 m 以上に達する。古丹別層の本来の層相のうちでも，特に厚い喋層

のタングが羽幌岳付近にあって，その供給源は，従来の通念に反して西側にあったの

ではないかという疑が出ている。その部分で古丹別層は白望系を直接覆っている。こ

のことは，東側から見れば築別層の堆積が充分進行して行った後に，古丹別層が追覆

して行ったようにも見えるが，古丹別層の下底には，苫前郡一帯に平行不整合があっ

て，その基底瞭岩には築別層以下の化石が発見されるととを知れば，少なくも西側一市
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から海水が後退した事を示す乙とは明らかである。しかしその時でも本図幅の北と，

朱鞠内向斜部は海面下にあったし，古丹別層の堆積中には西では，羽幌ドームの発生・

発達とか，差別的沈降を示す堆積盆の発達などが見られるように，本l斗幅内にも亦別

の一つの沈降部とその南端があったと見え，厚い地層を堆積し，その中に stamping

が見られる。しかし，喋相は殆どない。

古丹別層の堆積後と昇削剥をされ，そこへ再び海水の侵入を見る。偶々その頃から

安山岩の噴出が始まるの j荒木をもっ海成の喋岩・砂岩層に始る堆積物は亜炭をもつよ

うになる。一方そうした海水の侵入を見た部分の東には，南北に連なり亜炭層をやや

厚く Ji(~積したととろがあるのこうした地層の上に安山岩の集塊岩が堆積する口それは

北部に限られていて，南部では蝶層となる。安山岩は東に行くと，下底に亜炭層をも

たず，下位の泥岩の礁を多量にもつ喋岩を基底にもつが，更に東ではそれも無くて直

接~丹別居の泥岩層を覆う。集塊岩の中には，湖成堆積物をもっところがあるし上

部に行くと瞭や凝灰質砂岩層となる。集塊岩の活動とほぼ同じ頃の活動と思われるも

のに安山岩岩脈があるのこの層の堆積がほぼ中新世の終り頃と見られるの乙の地層は

摺曲し，時には直立に近い状態にまで転移する。

こうした地層などが隆起し削剥をうけ，相当な高低差のある起状面を生じていたと

ころに，次第に水位が高められて行ったような状態がお乙ったものと推定される。そ

れは，蕗之台層の初生傾斜は下位の亜炭層で特に著しく，それを説明するためには，

水辺の草炭が出来つつ水位が上がり，草炭生産地は高い方にうつり，古い草炭は水中

に保存されるというように生じたと説明出来る方法があるからであるのそして，その

後水位は昇ったり降ったりしている。

しかし，この地層も多少の変動はうけていて，この地層の中には小さな断層や

stamping も見られる。多分地質図に示したような，可成大きな断層を生ずるような

運動が，この地層の堆積後にあったものと推測されるの

この亜炭層の堆積に引きつづいたかのように，蕗の台層の分布するところの上で，

300m 以上の台地に蕗の台層や安山岩質集塊岩層を不整合に覆って礁層が発達する。

分布を追跡するとそれをもたらしたものは現在の河川系と多少異るものと見られるロ

その後，本r~幅内は現在見るような河川系が，争奪その他をも行ないながら発達し，

相次ぐ隆起によって，河岸段丘を残して行ったの
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IX 応用地質

本凶l幅内に経済的価値に富む地下資源はない。僅かに石炭が，その日寺の経済事情に

応じて，断続的に採掘されたり，砂鉱床の中に稼行された事のあるものが認められる

程度である o

以下そうしたものの状況を記すの

IX-l 石炭

IX-l-1 朱鞠内川上流地域の石炭

本地域は昭和 33 年早良鉱業幌加内事業所の手に依って調査されるまでは，殆んど，

その実体が知られず，単に非常に厚層の石炭層があることが伝えられていたに過ぎな

かった。昭和 33 年早良鉱業の依頼によって，筆者らはその調査を行ない，爽炭層の分

*布および構造を明らかにした。その結果，炭層の厚さおよび賦存状況を確かめるた

め，昭和 34 年 8 月，道立地下資源調査所の手によって， 6 本の試錐が実施された。

爽炭層は土石油沢と流およびその支流小岩井沢に沿って露出し，西側は自室紀層と

N20，......300W 方向の断層で接し，所々断層のため地去の語出は失われるが，南東方に

延び，朱鞠内川支流の If:!二JI史沢中流まで約 4km 連続する。

炭層は稼行対称となるもの 1 層，この本層の上位に 20，......30 em のもの 1 層，更に本

層の下位に|司じく 20，......30 em のものが 1 層ある。上層は炭質頁岩とも称すべき粗悪炭

で、あるの本層下位のものは，炭層内に石油を含み，試錐中におびただしいギラを浮上

せしめたことがある。本層は t石油沢の通称天狗の鼻の西方ーから小岩井沢の分岐点ま

で約 500m 断続的に地表に露出する。南東端のもの，即ち試錐番号 RL-3附近のもの

は，川の中および南対岸に露出するのこの川中のものは炭質頁岩と互層し，山丈1.80

m，炭丈1.46m でこの延長と見られる南対岸のものは，断層の為炭層の重複，累重を

きたい見掛けは 4.80m の厚さを呈する凸朱鞠内川上流の厚炭層と称せられたもの

は，この露頭であって，実際は1.5m 内外の炭層の重複露出にすぎない。この炭層の

深部を見るため RL-3 の試錐を実施した。この試錐は深度 50.70 m で，目的の炭層に

は 35.00 m で着炭1.55m の石炭と，その下位の1.65m の含煤縞状炭が認められた。

傾斜は 50° であるので，換算すると大体 95em の石炭と1.05m の含煤縞状炭となる。

*芹前炭出朱鞠内鉱区調査報告.昭和 33 年 9 月.橋本亘，長尾捨ー，小岩井隆， MS.
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第 11 図 上石油沢地区試錐位置並びに地質図

この試錐場所は断層に近いので，全体的にかなり多くの破砕帯が認められた。その北

西方，川に沿った 85m 上流の左岸に RL-2 号を実施し，深度 39.90m で着炭した口乙の

住状図を見ると，全体として含炭部は 2.35m ，この内石炭部は 4 層に分れて計 95cm ，

傾斜は 50° であるので，実際の厚さは 55cm 内外の炭層となっている。この試錐で興

味ある事実は，深度 62.10 em で，実厚 3cm 内外の薄炭層に遭遇したが，この時猛烈な

ギラが浮上し，この炭層が油をもっていることが知られた。次にこの RL-2 より更に

150m 上流に RL-1 号を実施した。ここでは，大露頭と称せられる炭層が走向 N36°E ，

傾斜 NW800 で露出し， 1 層にまとまった良質炭が1. 5m 内外の層厚で存在する。し

かしその延長方向の南側は断層帯で，炭層の露出がなくことを斜めに通る断層で，消

失しているようである。 RL-1 号はこの深部探査を目的として，深度 88.8m まで掘進

したが，目的の炭層は断層のため圧減し，僅かにその痕跡を止めるのみであった o ED

ち，深度 52m までは，比較的順調な重なりで，傾斜も 40° 前後であったがそれから下

では無数の破砕帯があり，岩芯傾斜は 70° 前後で 64.50m 位と 75.60m 位の所に僅か

な粉状炭質部を見たに過ぎない。恐らく断層帯の中に突入したものであろう。
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第13図朱鞠内111本液中流部地質見取図



更にその上流 200m，小岩井沢の分岐点近くの左岸に UD-3 号を実施した。この地

点は断層の集合部に近いので，可なりの地層の乱れを予想したとうり深度1l .50m か

ら坑底に近い 70m 位までは破砕帯の連続であって，その間 65.50 m から約 2.5m 位

の含煤質の黒色頁岩を見たに止まり，炭層を確認し得なかった。以上，上石油沢地区

の炭層は自望紀層との断層帯近くに，それと平行して露出するので，露頭部は 50° ，.....，

80° に急斜するが，深部は 30°，.....，40° の傾斜となるものと予想される司

小岩井沢の挟炭層は，略南北性の向斜構造の東翼の南部および西翼の北部に露出し，

何れも下位の白望紀層とは断層で接している。

東翼南部では地表上に石炭の大塊が散乱，その走向傾斜を測定することもできない

が，厚さは少なくとも 1m以上のものがある。それでここにUD-2号試錐を行なった。こ

の柱状図からみると，当然石炭を挟んでいなければならない 20m 辺りは著しい破砕帯

であって，その下は挟炭部の下盤である砂岩・際岩の互層帯になっている。また 39m

の深度の合煤層(約 15cm) は合油層であって，既にのベた RL-2 号試錐の深度 62.10

m の含油部に当るものと推定される。従って，この地点で、は炭層は断層のために失わ

れているものと推定される。

小岩井沢向斜の両翼部も東側と同じく，断層でその西側の白重紀層と接し，地表の露

頭部はかなり破砕されており，炭層も走向傾斜の測定ができない程に乱されている。

乙とに随行された UD-l 号試錐は，深度 71m までは破砕帯が続いたのであるが，それ

以下は比較的に安定し深度 99m で， 1.80m の炭質頁.岩を上盤とする 2.53m の炭

層に逢着している。この炭層は 3 枚の中盤をはさみ，炭質部は1. 75m で，地層傾斜

は 30° ，.....， 60° であるので，平均 45° と見て，炭層の実層厚は約1. 20m である。

上石油沢地区の挟炭層は南東方に向かつて，ーたんは白重紀層との断層のため地表

に露出せず，白重紀と接するのは天狗鼻泥岩部層の下部につづく砂岩 (Cbs] となる

が，その下位には当然挟炭層が伏在することになる。この挟炭層は二股沢の支流の西沢

附近で再び地去に露出し，断層で、やや断片的に切断されるが，約 600m 断続して露出す

る。このうち西沢のものは，かつて稼行されたことがあり，崩れた旧坑があちこちにあ

り，挟炭層は大体南北に近い走向で東に 60° 内外傾斜する。炭層は膨縮の激しい粉炭

状を呈し断層の影響をうけて，著しく破砕されている。

以上賦存状況について略述したが，要するに，現在炭層が露出している部分は，い

ずれも断層帯に近い所であって，正常な状態における炭層はもっと深部にいかないと
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見られないのである。施行した試錐も，炭層傾斜が急な為あまり断層から離れること

ができず，まだ破砕帯の中の炭層を見ているにすぎないロ

しかしながら，全体の状況からみてここに， 1--1.5m の炭層が 1 層，かなり連続し

て存在することは確実と思われる。この炭層は低度涯青炭で，時には褐炭に近い性状

を呈することもあり，また時には輝炭部の多い高カロリーのとともあるo 走向に沿っ

た炭質の変化は，現在の露頭状況からみて，かなり激しし、ことが推定されるので，傾

斜方向に沿った変化も亦，著しいであろう。

炭量算定については，現在の所，予想炭量を出しうる程度の資料があるに過ぎず，

それ以上の正確な数値を出すには，更に深部の試錐を行なわなければならない白

二股沢の支流西沢および，その附近に分布する炭層は，断層破砕帯の中に賦存し，

且つ急傾斜で非常に不安定であるので，鉱量算定から除外する。その他の上石油沢，

小岩井沢の予想炭量は次の通りである。

延長 炭丈 斜距離 比重 予想炭量

上石油沢 1 ,000 m 1.2m 300m 1.33 478 ,800 t

小岩井沢東翼部 300m 1.2m 300m 1.33 143 ,640 t

小岩井沢西翼部 500m 1.2m 300m 1.33 239 ,400 t

合計 861 ,840 t

即ち予想炭量として 862 ，-000 t 内外の炭量が算定される。但しこの地域は現在の

地形からいって，採炭，採炭，いずれも斜坑あるいは竪坑によらざるを得ない。従っ

て層厚 1m 内外の低度涯青炭層 1 枚を目的として，堅坑開さくは採算上難しし、，かつ，

現在のように道路が不便では到底採算ベースにのせることは出来なし、ただし名羽新

線が開通すれば，本地域の中股沢附近を通ることとなるので，輸送面の条件は非常に

よくなるの

IX-1-2 砂金沢地域の石炭

国鉄朱鞠内駅と添牛内駅の中間，雨竜川の西側の支流，通称砂金沢を中心とする地

* **域で昭和 28 年筆者の一人である長尾，また昭和 28 年度埋炭資料として佐々保雄の報

告があるの

*長尾捨ー;石狩国雨竜郡幌加内村砂金沢石炭調査概報，北海道地下資源調査所報

告第 10 号

料佐々保雄;朱鞠内西部地質調査結果報告，昭和 28 年度埋炭統計調査，札幌石炭

局，昭 28
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挟炭層は石油沢地域のものとは岩相的にかなり異っており，挟炭部は中に50---90m

内外の礁岩層を挟んで上下に分かれる。下部のものは炭質，炭層共に稼行の対象とは

ならなし、。主要炭層は上部挟炭部の二層であって，層厚は各々 60cm と 70cm であ

る o 炭層の膨縮は比較的激しく 140cm から 30cm 位までの間を上下する。炭質は石

油沢地域のものより良質であって，特に左股沢上流同支流の旧坑および露天掘跡のも

のは，輝炭部の多い良質炭であるの

(埋炭資量より)

I-,k- D. 0/ Ir.GD. 0/ I1*~ D.0/ I 固定炭素 i 発熱量|純炭発熱量
採炭ケ所 1 水分ガ!灰分ぷJ 揮発分;:0 I % I m "'~ C:lIfl''!}IY¥.::n:J"\~-:l

炭沢露頭 15.53 I 8.75 39.32 I 36.40 I 5702 I 7532

炭沢掘割 13.83 17.73 I 35.38 I 33.66 I 4682 I 6841

ー坑 I 14.62 I 12.61 37.88 I 38.22 I 5側 |ω37

本地域の左股沢土流地域は昭和 25 年頃，鉱業権者によって採炭され，試掘坑道が開

坑されたが，地表に近い為，いずれも崩落して採炭不能となっている。それ故現鉱業

権者石川博士の手によって露頭部の剥士と露天掘が計画され，昭和 38 年度には稼行，

売炭されたの昭和 39 年には露天掘部分の行き詰りから坑道採炭の止むなきに至って

いる。炭量としては，露天掘地区と旧ー坑地区の深部の炭層と，その地区と断層で接

する南隣接部が一応考慮される。

露天掘および旧ー坑地区では 60cm のものは貧化して部分的に賦存されるにすぎな

いので，炭量算定から除外する。その予想炭量は次の通りである。

走向延長 200m 傾斜延長 100m 比重1. 3 層厚 0.7m

予想炭量……200x100xO.7x 1. 3=18200 (t)

また，その南隣接部は一応 0.6m と 0.7m の 2 層の炭層が存在するが，南および北

の端では炭層の露頭を確認できなかったので走向延長を 250m として算定する。

走向延長傾斜延長層厚 比重

250x 100x1.3(m)x1.3=42250(t)

即ち約 42000t の理論埋炭量が予想される。

即ち本地域を通じて，約 6 万 t の炭量が予怨されることになる。

IX-2 亜炭

亜炭の採掘された場所は朱鞠内西方台地にある。そこの亜炭層は馬糞沢挟炭部層と
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その相当層に合まれている。

IX-2-1 ピツシリ岳層馬糞沢挟炭部層 (BzJ の亜炭

養水沢(二号の沢，朱鞠内村落の南端の西に入る沢)では 3 層の亜炭層が鈴木達夫

(1 922) により認められている。下部より第 1，第 2，第 3 層と呼ばれ，第 1，第 2 層

は 1 尺 (30.3 em) に達しないが，第 3 層は 5 尺(1 51.5 em) に達するところがある

という。但し，第 3 層は多量の粘土を混じ葉片状を呈し，寧ろ炭質頁岩に類するも

のと記されている。ここのものは稼行されたことがある。

パッチャの沢(四号の沢，朱鞠内村落の北端から西に入る沢〉では 1尺 (30.3 em)

に達しているものもあるが，朱鞠内川では 2 尺 (60.6 em) 内外であるといわれる。

今回の調査の始りころには鈴木達夫の記載したところより西にあって，朱鞠内川林道

が朱鞠内の方に向かつて上り坂になっているところで，道路の南につぶれた坑口が認

められていた。

朱鞠内川支流石油沢と馬糞沢の合流点のすぐ上流部や，中股沢の枝沢には炭質物が

介在されているしその南で馬糞沢挟炭部層が向斜の南端を現わす朱鞠内林道の低い

崖などにも薄い亜炭層が認められる。とれ等は稼行価値のないものと思われる。

IX-2-2 政和層 (SwJ の亜炭

政和層の下部にも亜炭層がある。

新富駅の北に当たる深沢の下流部に背斜や向斜をして露出する。

三層認められるの最下部のものは深名線の東側では 40em であるが，背斜をへだて

た，鉄路の丙では聞に 280em の粘土層を挟み， J二が 20em ，下が 30em の二枚の亜

炭層に分かれて向斜構造をしているのそれが今一度背斜して，また露出すると挟みは

40em で上炭は 15em ， ド炭は 30em である。第 2 層は 15em で，最上部のものは一

番厚く 60em に達する。

IX-2-3 蕗の台層 (FdJ のE炭

朱鞠内湖の西の台地の上やウツナイ川の西の台地の上，あるいはウツナイ川の支流

ツツミ沢とかーの沢にもこの地層の亜炭が見られるの 30em 程からそれ以下の厚さの

ものが数枚あって，ぬれると粘土様になっていると乙ろが少なくない。乾燥すると煎

餅のようにはげるの時に強い初生傾斜をもっ。厚い部分では 70em 程になるところも

ある。炭化度は極めて低い。

IX-3 石油及び可燃性天然ガス
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鈴木達夫 (1922) が乙の地方に油徴があることを報告してから， 1/20万北海道地

質図には片山勝・田中啓策 (1944， MS.) の示した油徴地の一部が示され，長尾捨ー

(1943) も亦油徴を追加している。

猪間明俊・他 (1960， MS.) も新しい油徴を見出しているし，同じ地域に石炭調査

を行なった北海道地下資源調査所の試錐にも石油が発見された。本調査の聞に橋本は

白望系の中に確実な油徴・ガス噴出地を見出した。

こうした各油徴に関し，また得られた原油について，橋本E ・工藤修治・猪間明

俊(1943， MS.) は白星系源と第三系源の 2 種があるものと考えられる旨述べてい

る白

しかし，乙の地方には本格的石油調査は行なわれた事はないし，油田構造として充

分な大きさをもっ背斜構造もしられていない。

以上のいろいろな報告書に記された油徴を整理して見ると次のようになるであろ

う。 (1)第四系の中に見出されるもの， (2)第三系のもの， (3)白室系中のもの及び(4)詳細不

明のものなどである。

IX-3-1 第四系中の油徴と天然ガス

石油沢の左股(上石油沢)とその支流小岩井沢の合流点から 50m 程下流の河水中

に猛烈に発泡しているところがある。噴出地点は 2 ケ処で，僅かに離れている。そこ

から下流約 10m の左岸の操層の中に抑留されている石油が発見されたの帯褐黄澄色

で，光の具合では緑色を帯び猫日石のような光をすることがある。 40 分程の間に約

100ce を得た。

石油資源開発株式会社(J APEX) 工藤修治の分析したと乙ろは次のようで，著しく

Aromaticity の高いのが特徴的で，このような性質の石油は， I司社の記録に徴すれば，

白望系や古第三系の原油に多い(橋本・工藤・猪問， 1964, MS.) 。

乙の油徴地は新第三系の築別層基底部と白璽系の中部蝦夷層群下部の MY3 層が断

層で接するところに当たるもので，乙の断層を通じて白望系から由来した原油であろ

うとし寸推定ができる口

残念ながら，ここの地下に伏在を推定される自室系のこうした層準の原油は，後述

するように，油量不足で分析されていないし，すぐ下に記す築別層の挟炭部の石炭層

それ自体に見る諺油についても，分析値をもたなし、。従って，本格的な比較が出来な

いが， 30 線沢の築)51j層泥岩部層に産した原油とは明らかに性質が異なる。比較のため
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に下に(第 8 表)一緒に示しておく。

第 9 表 本図幅内産原油分析値(工藤修治分析)

lP~H IAr iAs iRe llA巾 [Ar/ lA巾十
(ガ) I(ガ) I (ガ) !(ガ)II ~"'/n.<:; I P---HI P---H

<)c.<)1 <)()<)1 <)'7 91 1'7 911 1 c. 1 1 I
30 線沢 26.21 29.21 27.3[ 17.311 1.6: 1.1I 0.5

上石油沢 41. 91 38.1j 5.8¥ 14.2;¥ 0.41i 0.901 0.07

P ,......;H; Paraffine, naphthenehydrocarbon

Ar;Aromatichydrocarbon

As;AsphalticO-N-Scompounds

Re;Polarcomplexcompounds

IX-3-2 新第三系中の油徴

築別層中の油徴

築別層の油徴は基底砂岩礁岩層，挟炭層の石炭層中，泥岩部層中などに発見されて

し、る。

基底部層中に発見されたものは，朱鞠内川支流中股沢から上石油沢に越えて行く探

炭用の道路(現在はあとも見られない程になっている〉の登って行く小沢の中であ

る。

鈴木達夫 (1922) の油徴はこの沢に記されていて，砂岩・頁岩層の頁岩の風化して

粘土状になったところに産出すると記載されている。この沢入口附近には白望系の互

層部が発達する上に，沢の奥には既に記したように新第三系の基底喋岩をはじめその

上の層準が露出するので，何層から産していたのか詳かでない。今後充分注意して調

べる必要があろう。

石炭層が含油することは 4 ヵ所で見出されている。そのうち 3 ヵ所は今記して来た

地域で， 1 ヵ所は砂金沢である。

上に記した築別層基底部の油徴地からすぐとにある石炭層の露頭掘りの際発見され

たもので，原油は黄褐色を呈し，松脂様の独特の刺敢臭がある。石炭の割目に彦油し

ていて，石炭塊や石炭粒を膜状に覆っている。炭層中の水分と共に流出する。雨後の

水j留の上にはやや厚い皮膜をつくり浮上していて，小枝で切れば割れてしまう。パラ

フイン分に富むものと推察される。油量少なく，分析用試料採集を行なえなかった。

北海道地下資源調査所がこの鉱区に行なった石炭調査の試錐中，小岩井沢向斜の東

翼に行なった UD-2 号(第 11 図)の深度 38.60--39.00 m に至る聞の炭質頁岩に伴っ
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て石油の存在が認められた(61頁参照)。これは基底部層の最上部が或いは挟炭部層の

最下部とされる層準である。また，乙の地点は，先に記した第四系中の油徴地に近い。

同じ含油層準は R-L-2 号試錐(第 11 図)の 62.10m でも見られている。やはり石炭

層で約 3cm の実厚と計算されている (60 頁参照〉。

砂金沢の挟炭層中の油徴については長尾捨ー (1943) の報告がある。砂金沢左股沢

の背斜の西翼をつくる薄い石炭層の中に穆油しているもので，石炭を河中に投ずれば

ギラを生ずるという。この附近は朱鞠内挟炭層 [CbcJ の模式地である口

同じく砂金沢から報告された油徴に鈴木達夫 (1922) のものがある。その位置は砂

金沢の左股沢の中で，背斜の西翼のところに示されている。油徴は頁岩中に発見さ

れ， 10 時間で約 5 勺 (0.091) を得たという。原油は緑褐色でポーメ 13° と記されて

いる。

ことの背斜の If!伎は自室系から出来ていることがわかった。そこで，鈴木の油徴は

何層の中のものであるか明瞭でない。白望系中のものであれば興味深い。

30 線沢の油徴地は猪間明俊によって採油されたのガロの入口の築別層基底の含化

石砂岩層に近い頁岩層から接出しているもので，沢の左岸にある。乙こはかつて試錐

されたことがあるといわれる。

原油は帯褐黄色あるいは帯黄褐色である。分析値は第 8 表に示したように，乙の値

は一般の第三系原油の性質と少しもかわらないの

IX-3-3 白墓系中の油徴

白望系中の油徴は朱鞠内川本流で発見されている(第 9 図〉。そのほか，油臭であれ

ば，泥灰岩団塊中の大きなか oceramus の稜柱層は油臭を発することが少なくなし、。

図幅東方の温根別川上流 18 線附近のものでも，相当油臭の強いものがあった。

天然ガスの発泡する地点を見出したが，それはとの図幅をはずれた西方の地点で，

カミ * **
古丹別川上流である o 三渓図 I隔の上の沢合流点の下流，右岸の砂岩層の中である。層

準は三渓図幅の U6 層の下部に近いところである。

朱鞠内川中流の油徴は新第三系の不整合面の露出から約 80m 上流の中部蝦夷層群

下底に近い泥岩層 (MY3 部層)の下部層準にある砂岩の挟みに伴った砂岩団球の周囲

と割目に見出されたものである。原油は黄褐色を呈し，石油沢や，石炭層に発見され

*三渓図幅では羽幌越の沢と記入されている。

**本流が南に向い次に急に北に転じて流れてゆく，北へ流れているところの右岸。
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た原油と同様に松脂臭いような独特な刺激臭をもっていた口しかしこの団球以外に

は，この砂岩のどの部分にも油徴はおろか油臭すらなかった。原油量が少なくてその

分析は出来なかった。

ここで重要なことは，ここの第三系の不整合の性質であるロ白望系と第三系の走

向，傾斜の差は極めて僅少でしかないのだが，白望系と第三系の初成の上磐は全く反

対の方向を向いている。即ち第三系が水平に堆積した当時，その海底面であった自主

系は水平に近い角度にまで逆転していたととになる〔第 3 図をも参照されたい〕口

こうした事は，天北一円の新第三系と白呈系の関係がどこでも，平行不整合といわ

れているのと全く対遮的である。と同時に，との方面の白望系の石油探査をする場

合，特に神居古i草帯に近い，つまり構造の発生が早い時期に行われたような部分に対

して行なわれるときには，十分考慮を払われるべき重要な問題である o

IX-4 砂鉱床

この地方には砂金沢という名が残っているように往時には砂金は方々で掘られてい

たようである。砂金について砂白金も得られていたし，近年では砂クローム鉱が稼行

されたとともある。しかし今では一つも稼行されていない凸

IX-4-1 砂金

鈴木達夫 (1922) の調査時には砂金沢の右の沢で稼行していたという。

鈴木が見た各産金地のNt積層には白色や赤色の畦岩が常に見られ，恰も産金地識別

の手掛りのように記載されている。金は 10mm 内外の扇平成は半球，粒状のもので

砂白金との産出比は 8:2 というの

沖積層を 2 尺，....... 12 又は 13 尺 (66 em,.......400,.......430 em 程)掘り下げて基盤を露わし，基

盤表部の岩石と沖積層下部の砂礁とを共に樋流しをして砂金，砂白金の採集をする。

採集量は一人平均白金 1 分 (O.36g) であるとし寸。

IX-4-3 砂白金

雨竜川は昔は砂白金の産地としてかなり有名であったり幌加内村中部の添牛内五線

地区，それから 7 里 (28 km) 北部の三又などが古い文書に見られる n

大学演習林事務所の北東に当るピラトルオマナイにおいても，白金をとった事があ

ると番場猛夫 (1958) は記している。

IX-4-3 砂クローム鉱

番場猛夫(1 958) はすでに上に記したところと，温根別北線のオロウエンベツ川の
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ものについて調査している白

a) 添牛内地域の砂クローム鉱

ピラトルオマナイ川の約 3km 上流に採掘現場があって，土谷誠ーによって昭和 31

年からクローム鉄鉱の採掘が行なわれ，比重選鉱用テーブ、ル一台を備え， 16 名の従業

員で 31 年 4 月 ---7 月の問に精鉱 36 t，粗鉱 20 t を得たが，鉱量乏しきためと交通不便

のために 1 年間操業の後休山した。

もっぱら・頁岩，安山岩の喋から成る沖積層の中に含まれる鉱床で，表土平均 50cm ，

傑層 30cm で，下流部には表土と棟層の内に 30cm の砂層を介在する。喋層中のク

ローム鉱含有率は平均 132 g/10kg であるの

富鉱部は上流に 2 ヵ所，中流に 1 ヵ所ある口富鉱部の鉱量は 228 t と計算される

が，貧鉱部を合せれば 500 t には達するものといわれる。

沢の上流部にも沖積地は発達するが，そこではクローム鉄鉱の量が減り，逆にチタ

ン鉄鉱の量が増す。

品位は精鉱で Cr20349.6 %で，着磁率は平均 4.5μ であるの 2---3 mm のやや粗粒

のものを含むのが特徴である。粗粒のものは Cr203 64.66 がを含有する。

b) 温根別北線地区の砂クローム鉱

オロウエンベツ川の上流地帯で，富鉱部はダムの下流に 1 ヵ所，上流の東西流路の

部と，更に上流の南北流路のところに 3 ヵ所あるの

ダムの下流の富鉱部が白望層を基盤とする以外はすべて新第三系の上にある沖積層

である。その沖積層の構成離も殆どがいわゆる硬質頁岩層から由来したもので，ダ、ム

の下流では白望紀層の砂岩をわずかに混じているの

夕、、ムの下流のものは 30~100 em の表土の下に 50cm の砂層と 50cm の瞭層があ

り，クローム鉄鉱は両者に含まれ， 79g/10kg の原鉱品位を示す。鉱量は 143 t とさ

オ1 る。

東西流路の所は 81 g/10kg の原鉱品位を示し，鉱量は 72t とされる o

最上流の 3 ヵ所は蛇紋岩を少し混える沖積層で 241 g/10kg という高い原鉱品位を

示すが，何分にも賦存範囲が狭く， しかも交通不便である。鉱量は 37t と見積もられ

ている。

この川のクローム鉄鉱は磁鉄鉱をあまり伴わず， lmm を越える個体結品のものが

あるし，品位も Cr203 54%と高い卒 1注目すべきであろう凸着磁率は平均 5.53;:; で
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ある。水選精鉱でも Cr203 48.6'}~である。こうした点は前記添牛内地区と類型的で

ある。

これらの重要な供要源の一つには築別層の基底喋岩及び砂岩層 (34 頁参照)がある

のではないかと思われる o

c) 三十線沢支流の砂クローム鉱

1/20 万北海道地質図 (3) には，三十線沢のガロの下流から南に入る支流に砂クローム

鉄鉱の採掘をした地点が示されているが，その鉱床の様子など一切不明である。

ここでは，砂クローム鉄鉱の供給源は築別層の基底砂岩礁岩層とそれに蛇紋岩それ

自身も関与していると見られる。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICAL 乱1AP OFJAPAN
(Scale 1:50 ,000)

SOEUSHINAI
(Asahigawa-35)

By

WataruHASHIMOTO

SutekazuNAGAO

SaburδKANNO

(GeologicalSurveyofHokkaido)

Resume

Locationandneighbouringsheets

Theareaofthepresentsheetmapissituatedatthewesternｭ

partofCentralHokkaido. Theneighbouringsheets, Chikubetsu・

tankotothenortheast, Sankeitothewest, Tapputothesouthwest

andHorokanaitothesoutharealreadypublished, butthosetothe

northandeastarenotpublishedyetexceptforthatofNayoro

whichoccupiesthenortheasterndiagonal.

Topographyandcommunication

TheriverUryu, thedrainageofwhichoccupyingabouthalf

ofthemaparea, runsfromnorthtosouthatthecentralpartof

thisarea. Oneofthetributariesofthisriverisdammedupto

maketheartificiallakeofShumarinai. ThispartoftheUryu

riverdrainagebelongstotheIshikariProvince, whichprotrudes

north-wardintothedomainofTeshioProvince.
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ThewesternlimitoftheUryuriverdrainageisrepresentedby

* **thewatershedrunningfromMt.Santo(1 ,009.1 m)toMt.Pisshiri

(1 ,031. 5 m) , beyondwhichthewesternslopeofthewatershed

belongstothedrainageoftheriverHaboroandtheriverKotanｭ

betsu. Theeasternwatershedisrepresentedbythelowmoun-
長

tainsextendingfrom Mt. Inushibetsu, andtheareabeyondthis

watershedbelongsto thedrainageofa tributaryoftheriver

Onnebetsu, whichinturnisatributaryoftheriverTeshio.

Themainrouteofcommunication, today, istheShinmeiline

oftheNationalRailwayalongtheriverUryu , butthenationalroad

fromShibetsutoSoeushinaihaslongbeenavailedovertheShibetsu

Passsincetheearlydaysofcultivation. Thisroadwasextended,

in 1964, westwardto Kotanbetsu , whilealineoftheNational

RailwayistobeconstructedfromShumarinaitoHaboro.

Thereareseveralroadsintheplainlandofthisarea, but, in

themountainous land, thereareonlyafewforestryroadsor

footwayspassingthroughtheforestland. Anarrowlaneisfound

alongthetransmissionlineacrossthenorthernpartofthismap

area.

OutlineofGeology

Theareaofthissheetmap, geotectonically speaking, isjust

ontheKamuikotanTectonicZone, coveringalsotheareastothe

eastandwestofthesameZone. Accordinglyalargemassof

serpentinite, whichisoneofthecharacteristicsofthis zone, is

foundextendingfromthesoutheasterncornertothecenterofthe

quadrangle.RoughlyspeakingtheLowerYezogroupoftheCretaｭ

ceousSystem, beingintrudedbytheserpentinite, exhibitsanantiｭ

cline, althonghitswesternflankshowsindistinctundulations. The

higherhorizonsoftheCretaceousSystem, includingtheMiddleYezo

*ThesemountainsarefoundintheareaoftheHorokanaisheetadjoining

tothesouth.

**SituatedintheareaoftheFukinodaisheet.

- 76-



group, arefoundaroundtheLowerYezo group, andoverliethe

lattergroupunconformably.

ThehomoclinicstructureshownbytheMiddleYezogroupand

thehigherhorizonsoftheCretaceousSystemtothewestofMt.

Santocontinuestothepresentarea. Thesebeds, forminganose

structureatthepartoftheriverS6unnai, extendtotheareaof

theShirochiunezawa, atributaryoftheriverHaboro. Andatlast

theyembrace, intheeastern area, asynclinalstructurewithan

NNW-SSEaxis.

TheNeogeneSystemofthisareaisdevelopedatthecentral

andnorthernpartsofthequadrangleshowingapeculiardistribution

inshapeofJapaneseletter凡 In thiscase, however, theopenside

oftheletterisfacedtothenorth, whiletheclosedside, exhibiting

asynclinalstructure, penetratesintotheaxialpartoftheanticline

(Horokanaianticlinalpart)representedbytheKamuikotanZone.

DetailsofGeology

TheCreta-ceousSystemofthisareaisdividedintothreegroups,

i.e.theLower, theMiddle, andtheUpperYezogroups. TheLower

Yezogroupisfurtherdividedintosevenstratigraphicunits. As

toLy1 orthelowermostunit, itslowerlimitisunknownonaccount

ofitsbeingintrudedbytheserpentiniteandoftheanticlinalstrｭ

ucture. Fromthelithology, itispossiblythebasalsandstone｣orｭ

mationoftheLowerYezogroup. Rocksofthissandstoneformｭ

ationaswellasofthealternationofsandstoneandshaie (LY2) ,

superposingthe former, areveryhard , butthoseofthehigher

formationsincludingLy3arerathersoft. Softsandymudstones

arefoundespeciallyinLY3andLY4 ・ Ly 5isathickseriescomposed

ofmudstone, thoughthinlayersoflightgreytu 妊 are intercalated

occasionally. TheyenableonetointerpretethattheLowerYezo

groupformingthewesternflankoftheanticlineiscomposedof

thehigherhorizonsbeginningwithLY5 ・

Ly6 andLy7 aremetwithonlyinthewesternflankThefor
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merconsistsofsandstoneandshaleinalternation, whilethelatter

consistsof 臼aggy sandstone. A fossilofInoceramussp.wasobtaｭ

inedontheriverSounnaifromLY6 ・ Another fossilofPhylloceras

belongingtothegroupofPh.seresitenseissaidtobefoundatthe

*lowerstreamofthesameriver. Ontheupperstreamofthe

ToyotominaizawaatthenorthernlimitoftheHorokanaisheet

Inocer ωnus sp.ofconcentri ωs groupandtwoammonitesareobtained

frombedscorrespondingtotheextensionofLy7 ・ One oftheamm-
長骨

onitesremindsoneofMarshallites.

ThebasalpartoftheMiddleYezogroupbeginswiththe

thickbedsofsandstoneandconglomerate belongingtotheMyJ

formation. Theunconformitysurfaceatthebaseisobservedata

***cli 百 about 70m towardSoeushinaifromTakimibridge, andanother

localityofunconformityobservedontheeasternflankisfoundin

atributaryoftheriverShurukutaushibetsu.

Onthewestern flank, thisunconformityinvolvesatleasta

lackofmorethan500m sedimentsbelowitforadistanceof5km

fromthesouthernlimitofthemapareatotheriverS5unnai.

Whentheeasternandwesternflanksareexamined together, it

becomesobviousthatitrepresents alackof morethan800m

sedimentsincludingLY7'LY6andapartofLY5 ・

TheMiddleYezogroupisdividedintofive formations , and

twocyclesof sedimentation, onerepresentedbythesequenceof

MYI-MY3andanotherbythatofMY4-MY5, aredistinguishedin

thisgroup.My1 iscomposedofsandstoneandconglomeratewith

muchamountofacidictu 百 Large bouldersofdacitearecontained

*OralcommunicationbyDr.KeisakuTANAKA.GeologicalSurveyofJapan.

料 The fossilofOxytro 戸doceras discoveredHASHIMOTOandAkitoshiINOMA

intheSeiwa-issenzawaisconsideredtobederivedfromthishorizon.

(AddressattheregulermeetingofNov.24th, 1964, Palaeontological

SocietyofJapan).

***Recentlythisbridgewasremoved, andtheroadisreconstructedanew.

Butthewaterfallatthisplacewillserveasaguidetothespot.
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*occasionallyinlargequantities. Insomecases, thickbedsoftu 伍te

areintercalatedinthisformation. Intheareaoftheneighbouring

Horokanaisheetindicationsareknownoflipariteeruption. This

formation , throughthealternationsofMY2'continuestothemudｭ

stonesofMy3 ・ The lastmetionedmudstonesseemtobecomevery

thicktowardthenorth. Thesemudstonesyieldthecharacteristic

largeammonitesamongwhicharecontainedPar αjα ubertella and

Graysonites. IntheareaoftheriverShumarinaianammonite

faunaveryrichinvarietiesincludingmanyindividualsofDesmｭ

oceraskossmatiMATSUMOTOwasdiscoveredfromcertainpartsof

thebeds.

My4, 150 ,....,170 In thickinthesouthern area, iscomposedof

flaggysandstone, andcontainsconglomerateinsomecases. But

itincreasesremarkablyinthicknessintheareaoftheriverSanjusｭ

senzawaanditsnorth. There, thickbedsofconglomerate(MY4a)

arefoundinthelowerpart, andthesamefaciesofremarkable

conglomerateisassociatedoccasionallywiththeupperpart. Yet,
themainpartofthisformationiscomposedof 臼aggy sandstone

andisιharacterized bylargesandballscontainedinthesandstone.

ThesameformationexposedalongtheNakanofutamatagawavalley

inthewest,though itisinthenorthernareaaswell, isrepresented

solelybysandballbearingftaggysandstone. FossilsofOstre αare

foundrarelyinthisformationexposedontheriverShumarinai.

My5, beingcomposedmainlyofmudstone, isaverythickforｭ

mationprobablyexceeding1 ,200m inthickness. Itisnotimposｭ

sibletosubdividethis formation , asisdoneintheareaofthe

Horokanaisheet. ThelowerpartbelongstothezoneofDesmoceras

kossmati , anditalsoyieldssuchammonitesasP，αrajaubertella and

EogunnaritestogetherwithsomeinoceramioftheInoceramuscon-

*Fromthistu 伍te intheeasternflankanoccurrenceofanarcimeisconｭ

firmedbyYasuhiroMATSUOasaresultofX-rayanalysis. Butitisabsent.

accordingtoKazuhiroTAIRA, fromthetu 伍te inthewesternflank.
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centricusgroup. TheupperpartbelongstothezoneofPseudoｭ

uhligellaja ρonicum. Inthispartmarlynodulesarelessabundant,

andfossilsareembeddednotinnodulesbutinordinarymudstones.

Accordinglysu 伍cient fossilscouldnothavebeendugoutfrom

thesemudstonesonaccountof di 自cult tra 白c andoftimelimit.

Asaresultsubdivisionofthisformationwasgivenupsoasnotto

causeatroublethatmightresultfromthesimilarityoflithology.

TheUpperYezogroupisdividedinto 白ve unitsbeginningwith

UYIandendinginUYs ・ UYI ， inthenorthernpartofthemaparea,
consistsmainlyofsandstoneassociatedoccasionallywithconglomｭ

erate. Thethicknessisnearly200m. Itslithicfaciesaswellas

thefossilscontainedsuggestthatitisanextensionoftheSaku

sandstoneformation. Itmerges, throughthealternation(UYz) , in
themudstones(UY3)' UYlchangesitslithicfaciestowardthe

southwheresandstoneislessfrequentandafacieswithabundant

pebblescrowdedinmudstoneisobserved. Theupperpart, richin

sandstone, ofMysontheupperstreamoftheriverKotanbetsuis

regardedastheextensionoftheMiformationintheHorokanai

sheetwheretheMIformation , probableextensionofUYI'reduces

to50m inthicknessandtheMj 十Mk formation(480m thickin

aggregate)isinsertedbetweentheMiandMIformations. There

is, however, apossibility, fromaviewpointoflithologyandfossils ,

thatanequivalentoftheMiformationcontinuestothelowermost

partoftheUYIformationinthenorthernarea.

TheUyzformationbelongstotheupperpartofthezoneof

Inoceramushobetsensis. TheUY3formationisaverythickseries

ofmudstoneabout1 ,000--""1,500 m inthickness. Intheareaofthe

Horokanaisheet, itissubdividedfurtherintoseveralunits. Ata

horizonalittlelowerthanthemiddleofthisformationthereis

abedcrowdedwithfossilsofInoceramusuwajimensis. Sometimes

twohorizonswithsuchcrowdedfossilsaredistinguished. These

fossilbedsservewellaskeybeds.
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StratigraphicrelationbetweenUY3andUY2cannotbedeterｭ

mined exactly, butisunderstoodscarcelyinthesouthwestern

cornerofthequadrangle. AlsotherelationbetweenUY3andUY4

cannotbeobservedinanycontinuoussuccessioninthefield , but

anexposureisfoundinthenorthwesterncornerofthisareathat

suggeststherelation.

UY4'beingcomposedmainlyofmudstone, belongstothezone

ofInoceramusamakusensis. AtthebasalpartofUY5thereare

sandstoneswhichareveryrichinglauconiteandeffectiveasakey

bed. InsomepartsofthesesandstonesoccurfossilsofPachyｭ

discidaeabundantly. StratigraphicrelationbetweenUY4andUY5is

wellobservedintheChimeizawa, atributaryoftheriverHaboro.

ThemiddleandupperCretaceousintheeasternareaarecom ・

posed, exceptforMy1andMy2lmainlyofmudstone. Andonlythe

sandstonebedsexposedatthedamacrosstheriverOrouenbetsu

representacharacteristiclithology. Theyarecorrelatedprobably

toUY1, thoughfossilisabsentfromthesebeds. Mudstonefacies

isgenerallypoorinfossil. AstoUY4andMY5'theyaresimilarwith

eachother, andaninsignificantdi 百erence isseeninlithiccharacter

oftuffscontainedinthem. A fossilof Eゆαchydiscus haradai

(JIMBO)wasobtainedfortunatelyintheriveralongtheJuhassen

of Onnebetsu ・hokusen. Otherfossilsare Ana ρα chydiscus suteri

(YOKOYAMA)fromavalleytothenorthoftheFurengoeforestry

roadandAnagaudrycerasyokoyamai(YABE)fromtheOrouendetsu

valleyatlushichiseninthismap area, bothbeingobtainedfrom

boulders. Theseammonitessuggesttahtthesedimentsonandto

thenorthoftheriverOrouenbetsubelongtoUY4・

Ontheotherhand, afossilofSca ρhites sp. wasobtainedfrom

theupperreachesofatributary 日owing intotheriverOrouenbetsu.

ItshowsthattherearebedsofmudstonebelongingeithertoMy5

ortoUY3 ・

TheboundarybetweenUy4andMy5issupposedtobefound
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atapointeastofHokuonprimary school, whichisattheeast

centralpartofthemaparea. Therocksexposedintheriverbed

oftheOnnebetsuattheeasternendoftherouteleadingfromthe

field0伍ce oftheForestryDepartmentofHokkaid6governmentare

composedofdarkgreymudstonetogetherwithathickbedoftu 旺.

Theycontainmarlynodulesabundantly. Amongthefossilsobtainｭ

edfromthesebedstherearePseudouhligellaja ρonicum (YABE)and

Meso ρuzosia sp.whichshowthatthesemudstonebedsbelongto

theupperpartof 乱If ys. Equivalentbedsaresuggested, byboulders

oftheriverbed, tobedevelopedinatributaryoftheriverOroｭ

uenbetsu. ThemudstonesintheNakasen area, however, yield

merelyshellfragmentsofinoceramiand ammonites, sothatone

cannotdeterminetowhichformationtheybelong. Probablythey

maybelongtoMY5 ・

Inthe area fromSoeushinaito Orouenbetsu, most ofthe

Cretaceousmudstonesexposedinseveralplacesandoverlainby

thebasalpartoftheNeogeneSystemmaybelongtoMY5 ・ But

theyaregrouped inoneunitoftheCretaeeousSystem (K) ,
becauseexposuresarelimitedanddiscontinuousandnofossilhas

everbeenfound.

TheNeogeneSystemisdividedintotheMioceneandPliocene

Series. AstotheMioceneSeries, correlativesoftheChikubetsu

andKotanbetsuformationsarecon 古rmed tobedevelopedinthis

area, whicharetracedfromtheareaoftheriverHaboro. They

change, however, graduallytheirlithiccharacters.

TheChikubetsuformationbeginswiththebasalsandstone, in

whichcoalseamsareintercalatedinsomeareas. Thecoalseams,

insomecases, becomesothickthatthesandstonebedsaredistinｭ

guishedascoalmeasures. TheyarecalledtheKoiwaizawacoal

measures(Cbc)ortheShumarinaicoalmeasures(Cbc). Though

theyarereallycoalmeasures, yetfossilsofmarineshellsoccurin

thebasalpart, andmoreabundantmarinefossilsarefoundinthe
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sandstonesjustabovethecoalmeasures. Attheentranceofthe

Garozawavalley, atributaryofthe Sanjussenzawa, thereoccur

manyBryozoanremainstogetherwithmolluscanfossils.Thislocｭ

alityandanareaattheupperreachesoftheGarozawavalleyare

chosenastypeexposuresofthebasalsandstonebedstowhichthe

nameofSanjussenzawasandstonemember(Cbs) isattributed.

FossilsofEchin αracnius microthyroidesNISHIYAMAoccurabundantｭ

lyatSoeushinai. Marinemolluscanfossilsareknownasshown

inTable7. TheoccurrenceofMercenariay-iizukai(KANEHARA)

and Sρisula onnechiuria(OTUKA)mingledwith Thraci 九 Dosinia

andCrepiduraisimportant. OntheriverSounnaiandintheSoeｭ

ushinai-luhassenzawavalley, therearesandstone-conglomeratebeds

lyingdirectlyontheserpentinitemasses. There, boringshellsof

indeterminablespeciesarefoundalongwithsomefossilsof Sα xz

domus.

Pebblesofthebasalconglomerate in the central area are

representedmostlybyserpentinite, butthoseoftheKamuikotan

metamorphics, slatesandotherrocksareknownaswell.Sandstones

arealsorichinserpentinegrain, sothattheirfreshsurfacesexhibit

darkgreenorgreenishdarkgreycolours.

Examiningthedistributionofbasalsandstoneandconglomerate

beds, presenttopographyaswellasthetectoniclinesdeveloped

there, onecanunderstandthemanneroftransgressionatthetime

oftheChikubetsuformation. Thelandsurfacewasratherragged

withirregularrelief. Theseainvadedthe land, andingressed

deepintothenarrowvalleysresultinginprofoundbays.

InthenorthernpartoftheHorokanaisheet, withinthearea

hithertoregardedasofserpentinite, bouldersoffossilbearingsanｭ

dstoneareobtainedatasmallvalleyandontheforestryfootpath

intheUniversityforestforstudents'practiceontheslope. It

sugge3tsapossiblefuturefindingofMiocenesediments in the

presentareathoughtheymayberathersmallinextent.
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Thenexthigherbedsarecomposedof massive, darkgrey

mudstone. Theyareιalled theTengunohanamudstonemember

(Chm). Itsupperlimitisshownbythefirstappearanceofsandｭ

stonewithslumpingstructure. Thesebedscontainingmanysandｭ

stoneswithslumpingstructurearecalledtheSekiyuzawamudstone

member(Ktm). Positionoftheboundarybetweenthesemembers

mayshiftaccordingtothestateofexposures, anditmayresult

in di 百erent thicknessesoftheTengunohanamudstonemember.

Eventhoughitisthecase, thethicknessistoolargeatthewest

sideoftheTsuzukinosawavalleytothewestofSoeushinai. Proｭ

bablyitresultsfromduplicationofstratabyfaults.Thethickness

isabout100matthenortherncornerofthequadrangle, butitgains

graduallytowardthesouth, whereitisestimatedatmorethan

200m.

Asdescribedabove, theSekiyuzawamudstonemember(ktn) ,

lyingconformablyontheTengunohanamudstonemember, interca

-latesιonglomerate bedsmorefrequentlytowardthewest.

Intheareaaround Mt.Haboro(649.2m)bedsofremarkable

conglomeratearedevelopedcontainingpebblesofchert, sandstone

andslatetogetherwithsomebouldersofgraniticrocks. Insome

cases, bouldersoffossilbearingmarlnodulesderivedfromthe

Cretaceousarefoundassociatedwiththosecitedabove. The

conglomeratebeds, lyingdirectlyontheCretaceouswithunconforｭ

mabIerelation, areestimatedat400---480m in thickness, andare

calledtheHaborodakeeonglomeratemember(Ktcg). Theseconｭ

glomeratesareoverlainbysandstonesofabout300m thicknessin

whichfragmentsoffossilshellsarefoundoccasionally. These

sandstonesarecalledtheSakasagawasandstonemember(Kts).

Conglomeratebedssimilartothosedescribedabovearefoundon

theridge, about500m high, betweentheriversHaboroandKotanｭ

betsu. There, bedsofdarkgreymudstone, insteadofsandstones,

restconformablyontheconglomerates.
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Theseconglomeratesresembleverymuchincharacterthose

developedatthecon 自uence ofthemainstreamoftheriverHaboro

andtheChimeizawa, oneofthetributaries(withintheareaofthe

Sankeisheet). AtthispointtherearetheChikubetsuandthe

SankebetsuformationsbelowtheKotanbetsu formation , butthe

formertwobecomeabsentwithinadistanceofonly3---4kmto

theeast. Bothoftheconglomeratesandsandstonesarethethickｭ

estintheareaaroundMt.Haboro. Towardthesouth, thecongｭ

lomeratebedsbecomethinwithin2---3km. Towardthenorththey

losetheirowncharacterswithinabout4km, andchange, together

withthesandstonebeds, intoathickseriesofmudstonesoccasioｭ

nallyintercalatingconglomeratesandsandstones. Thesandstone

bedsabovethemalsochangeintomudstones.

TheformationnamedSekiyuzawamudstonemember(Ktm)

isverythick, andissupposedtobewellover2 ,000 minthickness.

AsisknownintheareaoftheTappusheettheKotanbetsu

formationoverlapswestward. Althoughsandstoneswithserpentine

grainandconglomeratebedswithserpentinitebouldersarewell

developedatthebasalpartoftheChikubetsuformationespecially

inthecentralpartofthemaparea, theyarefoundrarelyinthe

Kotanbetsuformation. Itsuggeststhateithertheserpentinitearea

becamefreefromthesubaerialdenudationorthematerialswere

suppliedfromadi百erent sourcearea. Thesetwowaysofinterpｭ

retationareequallyworthconsidering. Butpebblesofserpentinite

arenotwantinginthisformation , andonewasreallydiscovered

intheupperstreamoftheriverChikubetsu.

Thedistributionoftheconglomeratefaciesandmudstonefacies

aswellasthesedimentarystructureoftheKotanbetsuformation

showthatthis formation , ashasbeen said , isunquestionablya

kindoforogenicconglomerate. Buttheproblemofthesourcearea

thatsuppliedthematerial き should bereexamined.

ThePisshiridakeformationisrepresentedmainlybyandesitic
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agglomeratescalledtheKamagafuchiagglomeratemember(Psaｭ

g) , andisintercalatedwithsuchlakedepositsastheKonantuff

member(Pstf)andtheHokudaijimaconglomerate-sandstonemeｭ

mber(Pscg). TheBafunzawacoal-bearingmember(Bz)isconｭ

sidered, probably, thebasalmemberofthisformation.

ThenameoftheBafunzawacoal-bearing member (Bz) is

proposedtakingthefollowingexposuresastypes. Theyarethe

bedsexposedalongtheSekiyuzawavalleyfromtheconfluenceof

theBafunzawaupwardandthosealongthelowerstreamofthe

lattervalley. Therelationwiththeunderlyingbedsisnotclarified

definitelyasyet. Assubangularpebblesofshalederivedfromthe

underlyingbedsareknowntooccurinthepresentformation , the

relationisconsideredtobeunconformable. AttheShumarinai

forestryroad , anexposurewhichseemstorepresenttheunderlying

bedsisfoundontheeasternflankofasyncline.

TheBafunzawacoal-bearingmemberiscomposedmainlyof

conglomerates, andischaracterizedbyfrequentoccurrenceoffalse

beddingandirregularsedimentarystructures. Thesecharacteristics

togetherwiththehardnessofrocksshowaremarkableresemblance

withthoseoftheBifukaformationdevelopedintheareaofthe

Nayorosheet. Carbonaceoussubstancelikedriftwoodispresent

inthis formation , but there are also fossilsof unquestionable

marinemolluscs. ManyofthembelongtothegenusSpisula , but

AnadaraandTurritell αare foundaswell. Thethicknessofthis

memberisabout200m.

Stratigraphicrelation of this membertotheKamagafuchi

agglomeratememberisobservednowhere. Thatthelatteroverlies

probablytheformerisunderstoodeasily. Intheconglomeratesof

theBafunzawacoal-bearingmembertherearepebblesofpyroxene

andesiteresemblingthatoftheKamagafuchiagglomeratemember.

Itsuggeststhatvolcanismofthiskindhadbegunasearlyasthe

sedimentationoftheBafunzawacoal-bearingmember This is
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thereasonwhythetwoseriesofbedsaretreatedas di 百erent

memberswithinoneandthesameformation.

OnthehillsshortlytothewestofShumarinai, presenceof

lignitebedsisknown, whichareconsideredtooverlietheSekjyu ・

zawamudstonemembr. Astheligniteinthisareaiscarbonized

somewhat morehighlythan thatinthe Fukinodaiformation

describedbelow, theyarecorrelatedtothelignitebedsof the

Bafunzawacoal-bearing membrinthetypearea. Nomarine

fossils , however, arefound inthelignitebedstothewestof

Shumarinai.

Accordingtotheobservationsonthecliffalongtherailroad

tothenorthoftheKohantemporarystationoftheNational

Railwayandontheexposuresfoundontheroadleadingfrom

ShumarinaitoKonanand OnnebetsuthroughtheObservatrory

(Tenbodai) , thebasalpartoftheKamagafuchiagglomeratememｭ

beriscomposedof large, subangular, mudstonebouldersderived

fromthesubjacentSekiyuzawamudstonemember, andrestsuncｭ

onformablyontheSekiyuzawamamberwithaconglomeratebedat

itsbase. Thelastmentionedconglomeratebed , severalmetersin

thickness, hassmallerpebblesofolderrockstogetherwiththe

mudstonebouldersrelatedabove. Nofossilshavebeenfoundas

yetfromthisconglomerate. Thethicknessreducesbothtothe

eastandsouth, anditthinsoutatsomelength.

TheBafunzawacoal-bearingmember, thelignitebedstothe

westofShumarinaiandtheconglomeratebedatthebasalpart

oftheKamagafuchiagglomeratememberintheeastarethesame

inthattheyequallyoverlietheSekiyuzawamudstonemember

unconformablyandaresubjacenttotheKamagafuchiagglomerate

member. Thestratigraphicrelation, however, totheagglomerate

memberisknownonlyinthecaseofthelastmentionedconglomｭ

eratebed. Ifthethreearecontemporaneouswitheachother, it

followsthattheyarethethickestatthecentralzonetothewest
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ofShumarinaiwheretheyarerepresentedbyfreshwatersedimｭ

entscontaininglignite. Inthewesternareatheyarerepresented

bythe sediments, containinglesslignite layers, depositedunder

theinfluenceoftheseawater. Theligniteinthisareashould

ratherbecalleddriftwoods. Ontheotherhandtheyarevery

thinandvoidofligniteintheeasternarea.

Thereisalignite-bearingformationcalledtheSeiwaformation

(Sw)inthevalleyoftheriverUryu. Itshowsan inclination

generallyrangingfroml0to20degrees ,butitbecomessteeplyinclined

towardtheareaoftheCretaceousSystem. Thesamecharacters

asthosedescribedabovearemaintainedinthesameformationof

thepresentmaparea. Thethicknessseemstobeabout350m.

Thelowerpartisrichinmudstoneandhaslignitebeds, while

theupperpartisrichinconglomerate. Falsebeddingisobserved

notrarelyinthisupperpart. Theligniteissimilarincharacter

tothatoftheBafunzawacoal-bearingmemberaswellastothat

developedtothewestofShumarinai.

Forthepresent, thisformationisregarded , fromitsareaof

distributionandothercharacters, asacorrelativeofthosefound

intheareatothewestofShumarinai.

An occurrence ofsimilar depositsisreportedinthearea

coveredbyFukinodaisheetthat, containingseverallayersoflignite,
showverticalbedsinsomecasesorareoverturnedinothers.

Thesedepositsseemtoliebelowthe Kamagafuchiagglomerate

memberandabovethefossilbearingformation. Therelation

betweenthesesedimentswillbeclari 白ed whenthesurveyisextenｭ

dedtotheseareas.

Withinthe 区amagafuchi agglomeratememberisfoundaseries

ofbedsregardedaslakedeposits(Konantuffaceoussandstone

member, (Pstf))whichyieldmanyplantfossilsbesides Viv 伊arus

sp. Thoughthegeologicageisindeterminablewith certainty,

theysuggestapossibilityofbeingcorrelatedwiththeBifukacoal
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measures,. problyofLatestMiocene.

TheHokudaijimatu 庄aceous conglomerate-sandstonemember

(Pscg)shouldbementionedhere. A partofthismemberinterｭ

白ngers apparentlywiththeagglomerateformation , butmostofthe

beds, exhibitingprobablyalargesynclinalstructure, lieabovethe

latter.Astheyareexposedontopsoftheisletsscarcelyrising

abovethewaterofthelake, observationcanbemadeonlyinrare

occasionswhenthewaterlevelis low, andwhatisworsethe

deadtreesleftstandinginthelakepreventaboatfromfreenaviｭ

gationjustintheserareoccasions. Thereforedataaremeagreto

givefulldescriptionsofthismember.

TheFukinodaiformation(Fd)isdeterminedasthePleistocene

bySeidoENDOandShigeruIMANISHIwiththefossilevidenceof

MenyanthestrzfoliataLINNE.

Thatitisapeatbeddepositedontheraggidsurfaceofthe

Kamagafuchiagglomerate mamberundertheconditionsofever

risingwateriswellobservedontheroadfromShumarinaito

Fukinodaiwhichisnowunderconstruction. Thisformationis

knowntobecutbyseveralfaultswithsmallthrows. Accordingly

thewesternlimitofthisformationintheareaofatributaryof

theriverUtsunaimaywellberegardedascoincidentwiththefault

decipheredonanaerialphotograph, anditisunderstoodascoming

intocontactwiththeKamagafuchiag_lomeratemember. Ifitis

thecase, theageofthisformation , orwhetheritbelongstothe

Pleistoceneornot, shouldbeconsideredasunsettled. Therefore,

itistreated, inthistextandonthegeologicalmap, asthe Plio ・

Pleistoceneseries. Itwouldbeusefultolaystress, inthisway, on

theproblemwhichwillbeclarifiedthroughthesurveyinthearea

oftheFukinodaisheet.

Terracedepositsarefoundonthetopographicsurfacesinsevｭ

eralsteps. Butthecorrelationofthesedepositsisnotestablished

withcertainty. Accordinglytheyareclassifiedintotwogroups,
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i.e.theRiversideterracedeposits(TI)andtheHigherterrace

deposits(Th) , ofwhichthelattershowspecialdistributionathigher

levels.

Astothedistributionofthehigherterraces, thosedeveloped

aroundandtothesouthofthelakeShumarinaiandintheupper

streamoftheriverOrouenbetsuaretracedanddistinguishedonthe

aerialphotographs. Therefore, whethersomeofthemarecovered

withgravelbedsisnotclari 白ed inthefield. Judgingfromtheobserｭ

vations, however, ontheterracelandtothenorthoftheKonan

temporarystationontheShinmei line, onsomeoftheisletsin

thelakeShumarinaiandontheterraceoftheplantationnearthe

Konanprimaryschool, theOlderterracedepositsareexpectedto

bepresenton the 自at surfacearoundtheupperstreamofthe

riverOrouenbetsu.

Thedeposits, attainingaseveralmeters' thickness, arecomｭ

posedofunconsolidatedsand, gravelandclay, ofwhichthegravels

arerepresentedmainlybythoseofandesite.

IgneousRocks

Serpentinite(Sp) , beingintrudedintotheLowerYezogroup,

occursalongtheanticlinalpartofthebasementstructure, while

microdrioite(Md)andleucocrate(Lc)arefoundintrudedintothe

serpentiniteo

Suchkindsofigneousrocks asrelated above seemtobe

developedratherwidelyinthebasementrocksbelowtheNeogene

System. AroundtheupperstreamoftheriverOrouenbetsua

serpentinitemasslimitedbyfaultsisseenamidsttheterritoryof

theNeogeneformations , whileinatributaryoftheTsuzukinosawa

valleyanexposureofleucocrateisfoundwhichmusthavebeen

elevatedthroughfaultingmovement.

Inthewesternpartofthemapareathereareintrusivesof

dolerite(DI)informofsheet, mostofwhichbeingintrudedinto

theUY3formation. Generallytheyaresosmallinthicknessthat
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onlytwointhenorthernareacanbeillustratedonthegeological

map. Furthermoremanyofthemsu 百er soseverelyfromcarbonｭ

atization, thatthetypesoforiginalrockscanhardlybediscrimｭ

inated. Smallersheetsotherthanthoseillustratedonthemap

arefoundinseveralplaces, andstillotheroccurrencesaresuggested

byboulders.

Dykesofandesite(An)arefoundatandtothenorthofthe

centralpart. TheyareintrudedgenerallyintotheSekiyuzawa

formation, butoneisfoundintrusiveintheKamagafuchiagglomｭ

eratememberofthePisshiridakeformation. Theageoftheactiｭ

vity, probably, isconsideredtoberelatedintimatelytotheeruption

ofthePisshiridakeagglomerate.

Onedykeofbasalt (Bs)is observed inthe Tengunohana

mudstonememberatitstypelocality.

EconomicGeology

Astothemineralresourcesofthisdistrict, coal, lignite, petrｭ
oleumaswellasplacerdepositsof chromite, platinumandgold

areknown.

Coalisfoundinanareacoveringfromthemiddlestreamof

atributaryflowingintotheSekiyuzawawhichinturnisoneof

thetributariesoftheriverShumarinaitothemiddlestreamof

theNakamatazawavalley. Mininghasbeenperformedorsupｭ

pressedrepeatedlyaccordingtotheriseandfallofeconomicconｭ

ditions.

Anotherdistributionofcoalisfoundintheupperreachesof

theSakinzawavalley. Ithasalsobeenworkedorgivenuplike

thatdescribedabove.

Astolignite, thatintheareatothewestofShumarinaihas

beenonceexploited.

PetroletmasisunderstoodfromthenameoftheSekiyuzawa

(seki ・yu meansstone-oilnamelypetroleumandzawac-=sawameans

valley) , oilseepageandgasseepagearefoundintheupperreaches
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ofthesamevalley. Withinthecoalbedsdevelopedfromthe

SekiyuzawatotheNakamatazawacertainpartsareimpregnated

by petroleum, andoilimpregnationisconfirmed eitheratcoal

exposuresandindrillholes.

SimilarcasesarefoundalsointhecoalbedsoftheSakinzawa,
wherecoalimpregnatedbyoilisdiscovered.

AlongtheSanjussenzawavalleyoilseepageisknowntooccur

attheentranceoftheGarovalley. There, asimpletestdrilling

wassaidtobeperformed. Anoilindicationfoundalongthemain

streamoftheriverShumarinaiisrepresentedbyoilimpregnation

aroundandinfissuresofthesandballsembeddedintheCretaceous

System.

Inspiteoftheseabundantoilindications, anearnestoilprosｭ

pectinghasneverbeenperformed, becausenofavourablegeologic

structureisrecognizedinthisdistrict.

Placerdepositsofchromiteandplatinumderivedfromserpenｭ

tinitearefoundnotintheareaofserpentinitemass, butareknown

intheupperreachesoftheriverOrouenbetsuthatcomesdown

fromtheareaoftheSanjussenzawasandstoneformationcontaining

muchamountofserpentinesandandalsoinavalleyoftheriverPi

ratoruomanaiwithintheUniversityforesttothenorthof Soeｭ

ushinai.Intheseareasseveralsitesarerecognizedwhereoremiｭ

neralsareconcentrateduptoagradeofeconomicvalue. Oneof

thesitesinthelatterareahadbeenworkedtillseveralyearsago.

ThenameoftheSakinzawa(sa-kin-zawameanssand-gold-valley,

i.e.avalleyofplacergold)tellsthatplacergoldwasworked, in

thisarea, withfairlylargeprofits. Butitisnowabandoned.
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